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言踊

日
開
~
一-=固

外
国
判
決
承
認
・
執
行
の
要
件
と
し
て
の
裁
判
官
の
独
立

目

次

ー

は

じ

め

に

E

法
律
論
の
概
観
と
若
干
の
検
討

一
判
例
・
学
説
の
状
況

1

判

例

2

学
説
|
|
個
別
事
情
を
問
題
と
す
る
説

3
学
説
|
|
個
別
事
情
を
問
題
と
し
な
い
説

二
憲
法
三
三
条
と
外
国
判
決
承
認
執
行
制
度
の
関
係

ー
「
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
の
憲
法
的
保
障

2

外
国
判
決
承
認
執
行
制
度
(
実
質
的
再
審
査
禁
止
)
と
憲
法
一
一
一
一
一
条

三
「
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
性
」
の
立
証
に
関
す
る
問
題

-
直
接
的
立
証
の
困
難
性

2

判
決
内
容
審
査
に
よ
る
立
証
の
問
題
点
(
以
上
、
本
号
)

四
「
制
度
的
な
独
立
性
」
の
評
価

五
承
認
・
執
行
要
件
の
解
釈
態
度

六
当
事
者
に
よ
る
「
非
独
立
性
の
受
容
」

七
仲
裁
制
度
及
ぴ
専
属
管
轄
合
意
と
の
関
係

ァに
/jS木
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八
「
謙
抑
性
」
、
「
結
果
の
重
大
性
」
、
「
内
国
関
連
性
」
等
と
の
関
係

九
小
括
|
|
一
律
処
理
枠
組
と
原
則
例
外
枠
組
の
併
用

E

中
国
に
お
け
る
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性

一
憲
法
の
定
め
る
政
治
制
度
の
下
で
の
権
力
集
中

二
党
指
導
体
制
の
下
で
の
権
力
集
中

三
人
民
法
院
内
で
の
裁
判
委
員
会
へ
の
権
力
集
中
と
「
裁
判
官
の
独
立
」
の
否
定

四
「
裁
判
官
の
独
立
」
に
関
す
る
国
家
機
関
の
枠
内
で
の
そ
の
他
の
状
況

五
党
指
導
体
制
と
「
裁
判
官
の
独
立
」

町

山

総

括

I 

は

じ

め

ハ
l
グ
国
際
私
法
会
議
特
別
委
員
会
に
よ
る
「
民
事
及
び
商
事
に
関
す
る
裁
判
管
轄
及
び
判
決
の
承
認
執
行
に
関
す
る
条
約
」
草
案
の
作

成
作
業
に
お
い
て
、
中
華
人
民
共
和
国
(
以
下
「
中
国
」
と
い
う
o
)

の
代
表
は
、
「
「
公
平
で
独
立
し
た
裁
判
所
で
審
理
を
受
け
る
権
利
」
を

(
1
)
 

含
む
基
本
的
な
手
続
原
則
へ
の
違
反
」
と
い
う
事
由
を
承
認
執
行
拒
絶
事
白
か
ら
削
除
す
る
よ
う
主
張
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
「
他
の
締
結

(
2
)
 

国
の
裁
判
所
が
公
平
で
独
立
し
て
い
る
か
否
か
を
審
査
す
る
こ
と
は
政
治
的
に
問
題
」
で
あ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

同
条
約
草
案
は
、
そ
の
後
、
対
象
範
囲
を
絞
り
、
「
管
轄
合
意
に
関
す
る
条
約
」
(
以
下
「
ハ
l
グ
管
轄
条
約
」
と
い
う
。
)
と
し
て
、
二

O
O

(
3
)
 

五
年
に
ハ

l
グ
国
際
私
法
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
。
ハ

l
グ
管
轄
条
約
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
締
結
固
に
、
管
轄
合
意
に
よ
り
選
択

さ
れ
た
他
の
締
結
国
の
裁
判
所
の
判
決
を
承
認
・
執
行
す
る
義
務
を
課
し
て
い
る
が
、

一
九
九
九
年
六
月
の
暫
定
的
草
案
に
存
在
し
た
「
承

認
執
行
が
求
め
ら
れ
て
い
る
国
の
手
続
に
関
す
る
基
本
原
則
(
公
平
か
つ
独
立
し
た
裁
判
所
で
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
保
障
を
含
む
)
と
相
容
れ
な

(

4

)

(

5

)

 

い
手
続
に
よ
り
下
さ
れ
た
判
決
で
あ
る
場
合
」
と
い
う
承
認
執
行
拒
絶
事
由
は
、
ハ

l
グ
管
轄
条
約
に
お
い
て
は
も
は
や
存
在
し
な
い
。

(
6
)
 

司
法
の
独
立
が
「
中
国
人
民
の
百
年
来
実
現
さ
れ
な
い
夢
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
中
国
が
「
公
平
で
独
立
し
た
裁

判
所
で
審
理
を
受
け
る
権
利
」
を
条
約
に
盛
り
込
む
こ
と
に
反
対
し
た
の
は
、
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
中
国
の



主
張
は
、
「
中
国
の
裁
判
所
が
公
平
で
独
立
し
て
い
る
か
否
か
が
審
査
さ
れ
た
場
合
に
は
、
中
国
判
決
の
承
認
・
執
行
が
拒
絶
さ
れ
る
可
能

性
が
高
い
」
と
い
う
認
識
を
中
国
の
代
表
が
有
し
て
い
た
証
左
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。

周
知
の
通
り
、

一
九
八

0
年
代
末
か
ら
一
九
九

0
年
代
初
め
に
か
け
て
、
旧
ソ
連
及
、
び
東
欧
諸
国
に
お
い
て
は
、
社
会
主
義
体
制
(
乃
至

共
産
党
に
よ
る
一
党
独
裁
体
制
)
が
崩
壊
し
た
。

一
九
八
九
年
の
天
安
門
事
件
(
第
二
次
天
安
門
事
件
)
を
経
て
、
従
来
同
様

一
方
、
中
国
は
、

(
7
)
 

の
社
会
主
義
的
政
治
体
制
(
実
質
的
な
一
党
独
裁
体
制
)
を
維
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
政
治
体
制
の
下
、
①
「
司
法
権
の
独
立
」
が
排
除
さ
れ
、
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
「
裁
判
の
独
立
」
が
標

梼
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
こ
の
「
裁
判
の
独
立
」
は
「
裁
判
官
の
独
立
」
で
は
な
く
「
法
院
(
裁
判
所
)
の
独
立
」
で
あ
る
こ
と
、
③
法
院

3一一外国判決承認・執行の要件としての裁判官の独立ト)

の
裁
判
と
い
え
ど
も
中
国
共
産
党
の
指
導
に
服
す
べ
き
こ
と
が
大
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
三
点
が
中
国
内
地
(
即
ち
、
香
港
及
ぴ
マ
カ
オ

(

8

)

(

9

)

 

並
び
に
台
湾
を
除
く
中
国
の
領
域
。
以
下
同
様
。
)
に
お
け
る
裁
判
の
独
立
の
特
殊
性
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
国
の
制
度
状
況
は
、
中
国
内
地
の
裁
判
所
(
以
下
「
人
民
法
院
」
と
い
う
。
)
の
確
定
し
た
民
事
判
決
(
以
下
「
中
国
内
地
判

決
」
と
い
う
。
)
を
我
が
固
に
お
い
て
承
認
・
執
行
す
る
際
に
、
我
が
国
の
民
事
訴
訟
法
及
び
民
事
執
行
法
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ

る
の
で
あ
ろ
、
っ
か
。

本
稿
E
で
は
、
「
判
決
国
に
お
い
て
裁
判
官
の
独
立
が
制
度
的
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
」
の
評
価
に
焦
点
を
当
て
て
、
こ
の
問
題
に

関
す
る
日
本
法
上
の
諸
問
題
を
検
討
し
て
い
る
。

検
討
対
象
を
「
司
法
(
権
)
の
独
立
」
で
は
な
く
「
裁
判
官
の
独
立
」
に
絞
っ
た
の
は
、
前
者
は
後
者
を
包
含
す
る
概
念
と
し
て
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
点
を
考
慮
し
た
た
め
で
あ
る
。
「
裁
判
官
の
独
立
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
裁
判
官
の
身
分
上
の
独
立
を
含
め
て

(
叩
)

考
え
る
立
場
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
狭
い
意
味
、

つ
ま
り
裁
判
官
の
職
務
上
の
独
立
(
乃
至
裁
判
官
の
職
権
の
独
立
)
に
対
象
を
絞
り
、
そ

の
上
で
、
そ
の
よ
う
な
「
裁
判
官
の
独
立
」
に
つ
い
て
の
制
度
的
保
障
の
欠
如
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
身
分
上
の
独
立
と
職
務
上
の
独
立
が
「
手
段
目
的
」
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
検
討
の
焦
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点
を
、
「
個
別
事
件
に
お
け
る
裁
判
官
の
独
立
性
の
欠
如
」
で
は
な
く
「
裁
判
官
の
独
立
の
制
度
的
保
障
の
欠
如
」
に
あ
て
た
の
は
、
前
者

に
つ
い
て
仮
に
立
証
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
現
行
法
の
下
で
承
認
執
行
拒
絶
事
由
に
な
る
こ
と
が
、
ほ
ほ
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。

結
論
先
取
り
と
な
る
が
、
本
稿
E
に
お
い
て
は
、
日
本
の
裁
判
所
は
、
外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
に
際
し
て
、
判
決
固
に
お
け
る
裁
判
官

(
日
)

の
制
度
的
な
独
立
性
が
「
日
本
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る
最
低
限
の
水
準
」
を
満
た
す
も
の
か
否
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結
論
付

け
て
い
る
。

本
稿
皿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
法
律
論
を
踏
ま
え
て
、
中
国
内
地
の
制
度
状
況
を
紹
介
し
て
い
る
。
行
論
の
都
合
上
、
ま
た
、
中
国
の
状
況

に
通
じ
て
い
な
い
読
者
の
便
宜
を
考
え
、
中
国
法
研
究
に
お
い
て
は
周
知
に
属
す
る
事
項
に
つ
い
て
も
再
度
叙
述
し
、
ま
た
、
必
要
な
情
報

を
追
加
し
て
い
る
。
(
な
お
、
以
下
に
お
い
て
は
、
文
脈
上
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
「
中
国
内
地
」
と
「
中
国
」
を
区
別
せ
ず
に
記
述
し
て
い
る
。
)

中
国
に
お
い
て
裁
判
の
独
立
性
が
著
し
く
低
い
水
準
に
止
ま
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
歴
史
、
政
治
、
経
済
、
文
化

(ロ)

な
ど
各
方
面
か
ら
そ
の
規
定
要
因
が
諸
々
議
論
さ
れ
て
い
る
」
o

そ
し
て
、
日
本
に
お
け
る
先
行
研
究
は
、
坂
口
一
成
氏
に
よ
れ
ば
、
概
ね
、

次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。

「
従
来
の
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
に
、
裁
判
の
独
立
を
阻
害
す
る
要
素
は
少
な
く
な
い
。
ま
ず
、
現
行
憲
法
:
:
:
は
裁

判
所
が
独
立
し
て
裁
判
権
を
行
使
す
る
旨
規
定
す
る
(
一
二
六
条
)

一
方
で
、
党
の
国
家
に
対
す
る
指
導
的
地
位
を
定
め
る
(
前
文
)
、

ま
た
、
事
案
の
性
質
・
程
度
に
応
じ
て
、
審
理
を
担
当
す
る
裁
判
官
だ
け
で
は
法
的
決
定
(
判
決
・
裁
定
)
を
下
す
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
れ
以
外
の
存
在
が
最
終
的
な
法
的
決
定
を
下
す
制
度
が
あ
る
。
そ
れ
は
党
委
員
会
、
裁
判
委
員
会
、
裁
判
所
長
{
院
長
]

廷
長
等

が
最
終
的
な
法
的
決
定
を
下
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
:
:
:
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
人
民
代
表
大
会
:
:
:
や
行
政
機
関
か
ら
の
干
渉
、
お
よ

び
下
級
裁
判
所
が
上
級
裁
判
所
に
裁
判
に
つ
い
て
指
示
・
意
見
を
求
め
る
、
い
わ
ゆ
る
[
案
件
請
示
制
度
]
も
裁
判
の
独
立
を
阻
害
す

る
要
素
と
な
っ
て
い
る
:
:
:
。
す
く
な
く
と
も
実
態
と
し
て
中
国
の
裁
判
官
の
独
立
性
が
極
め
て
低
く
、

司
法
の
独
立
と
大
き
な
隔
た

り
が
あ
る
点
に
つ
い
て
、
日
中
両
国
に
お
い
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
達
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
次
に
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い



の
が
、
恥
岳
山
い
か
い
や
卦
朴
が
砧
r
b
判
、
ト
わ
い
(
い
わ
い
わ
い
)
臥
T
E
r
は
何
で
あ
か
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
従
来
の
日
本
の
先
行
研

究
は
、
主
に
上
の
法
的
制
度
や
事
実
上
の
慣
行
の
必
要
性
な
い
し
は
合
理
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
視
点
か
ら
こ
の
論
点
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
眺
め
る
と
、
お
お
よ
そ
仙
党
の
指
導
の
貫
徹
の
た
め
、
凶
司
法
(
裁
判
)
の
性
格
が
行
政
的
で

あ
る
こ
と
、
同
裁
判
官
の
資
質
が
低
い
こ
と
の
三
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
同
が
要
因
の
ひ
と
つ
で
は
あ
る
が
、
決
定
的
な

(
日
)

要
因
で
は
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
ほ
ほ
異
論
が
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
o
」
(
傍
点
は
筆
者
。
)

そ
の
上
で
、
坂
口
氏
は
、
「
裁
判
官
が
『
党
の
指
導
』
に
服
従
せ
ざ
る
を
得
な
い
仕
組
み
、
裁
判
が
行
政
的
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
仕
組

一
九
八
三
年
以
降
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
「
厳
打
」
と
呼
ば
れ
る
犯
罪
対
策
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
素
材
と
し
て
(
つ
ま
り

(
日
)

刑
事
手
続
を
素
材
と
し
て
て
論
証
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。

み
は
何
か
」
を
、
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乱
暴
を
承
知
で
坂
口
氏
の
要
約
を
更
に
要
約
す
る
な
ら
ば
、
先
行
研
究
の
主
眼
(
乃
至
傾
向
)
は
、
「
実
態
と
し
て
の
中
国
の
裁
判
官
の
独

立
性
」
が
低
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
「
裁
判
の
独
立
を
阻
害
す
る
要
素
」
を
研
究
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
坂
口
氏
の
論
稿
の
後
に

(
日
)

発
表
さ
れ
た
裁
判
の
独
立
に
関
す
る
業
績
に
お
い
て
も
、
こ
れ
は
概
ね
同
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
先
行
研
究
に
よ
り
、
①
事
件
を
担

当
す
る
裁
判
官
、
②
事
件
が
係
属
す
る
人
民
法
院
、
③
事
件
が
係
属
す
る
人
民
法
院
以
外
の
国
家
機
関
(
上
級
人
民
法
院
を
含
む
)
、
④
中
国

共
産
党
の
四
者
の
関
係
、
特
に
、
①
と
②
の
関
係
、
②
(
時
と
し
て
①
)
と
③
の
関
係
、
①
と
④
の
関
係
、
②
と
④
の
関
係
が
明
ら
か
に
さ

(
時
)

れ
て
い
る
。

一
方
、
本
稿
皿
に
お
け
る
制
度
紹
介
で
問
題
と
す
る
の
は
、
「
裁
判
の
独
立
を
阻
害
す
る
要
素
の
存
在
」
で
は
な
く
、
「
裁
判
官
の
独
立
を

実
現
す
る
た
め
に
日
本
で
採
ら
れ
て
い
る
制
度
に
相
当
す
る
制
度
の
不
存
在
」

で
あ
り
、

よ
り
具
体
的
に
は
、
⑦
「
裁
判
官
の
職
権
の
独

立
」
の
制
度
、
③
「
裁
判
官
の
身
分
保
障
」
、
@
「
司
法
府
の
独
立
(
権
力
分
立
)
」
の
制
度
、
及
び
@
「
権
力
を
憲
法
・
法
律
で
制
約
し
て

い
く
と
い
う
枠
組
」
の
四
点
が
い
ず
れ
も
存
在
し
な
い
こ
と
、
並
び
に
②
そ
れ
ら
の
不
存
在
に
か
か
わ
ら
ず
裁
判
官
の
独
立
性
を
達
成
す
る

よ
う
な
制
度
(
乃
至
状
況
)
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
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以
上
の
う
ち
⑦
か
ら
@
の
四
点
が
存
在
す
る
か
否
か
を
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
近
代
立
憲
主
義
的
な
視
点
で
「
『
近
代
立
憲
主
義
の

否
定
』
を
前
提
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
中
国
の
制
度
」
を
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
視
点
で
の
検
討
は
、
通

常
は
さ
し
た
る
意
味
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
が
、
日
本
法
の
下
で
の
外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
要
件
の
解
釈
・
運
用
と
の
関
係
で
は
、
意
味

を
有
す
る
o

(
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
視
点
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
は
、
日
本
国
憲
法
三
二
条
の
定
め
る
裁
判
を
受
け
る
権
利
が
「
歴
史
的
に
確

立
さ
れ
た
近
代
的
裁
判
制
度
を
前
提
と
し
て
、
そ
こ
で
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
で
あ
る
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
o
)

(
汀
)

⑦
か
ら
@
の
四
点
が
中
国
に
お
い
て
存
在
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
中
国
法
研
究
者
に
と
っ
て
は
「
常
識
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
研
究
者

に
と
っ
て
常
識
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
中
国
内
地
判
決
の
承
認
・
執
行
を
争
う
当
事
者
が
こ
れ
を
日
本
の
裁
判
所
に
対
し
て
立
証
で
き
る

(
問
)

か
、
と
い
う
こ
と
は
別
問
題
で
あ
る
。
特
に
、
⑦
及
び
@
に
つ
い
て
は
、
立
証
が
や
や
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
⑦
に
つ
い
て
は
、
「
法

律
に
明
丈
の
規
定
が
あ
る
刑
事
事
件
の
み
な
ら
ず
、
法
律
に
明
文
の
規
定
が
な
い
民
事
事
件
に
つ
い
て
も
裁
判
委
員
会
が
事
件
処
理
の
最
終

決
定
権
を
有
す
る
(
故
に
事
件
担
当
裁
判
官
に
は
事
件
処
理
に
つ
い
て
の
最
終
決
定
権
が
な
い
こ
と
い
う
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

@
に
つ
い
て
は
、
「
中
国
の
全
て
の
権
力
は
人
民
に
帰
属
し
、
そ
れ
を
人
民
代
表
大
会
が
行
使
す
る
」
「
中
国
共
産
党
と
い
え
ど
も
憲
法
・
法

律
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
中
国
共
産
党
は
国
家
機
関
で
は
な
い
」
「
中
国
は
多
党
合
作
制
を
と
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
こ
と
が
中
国

憲
法
の
規
定
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
と
両
立
す
る
形
で
「
中
国
共
産
党
に
権
力
が
集
中
し
て
お
り
、
国
家
機
関
は

中
国
共
産
党
に
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
お
り
、
中
国
共
産
党
の
権
力
は
憲
法
・
法
律
に
よ
り
何
ら
抑
制
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と

を
論
証
・
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
中
国
内
地
判
決
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
四
号
の
定
め
る
相
互
の
保
証
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に

(

川

口

)

承
認
が
拒
絶
さ
れ
た
裁
判
例
(
大
阪
高
裁
平
成
一
五
年
四
月
九
日
民
一
部
判
決
、
以
下
「
堺
支
部
事
件
高
裁
判
決
」
と
い
う
。
)
が
あ
る
。
そ
の

(
初
)

主
た
る
根
拠
と
さ
れ
た
の
は
、
中
国
に
お
け
る
外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
の
要
件
・
手
続
を
定
め
た
中
国
民
事
訴
訟
法
一
一
六
八
条
の
内
容
そ

(
幻
)

の
も
の
で
は
な
く
、
①
同
条
の
規
定
す
る
「
互
恵
原
則
」
要
件
(
即
ち
、
相
互
主
義
要
件
)
に
関
す
る
中
国
最
高
人
民
法
院
の
有
権
解
釈
(
司



(

n

)

(

お
)

法
解
釈
)
、
②
同
要
件
の
具
体
的
適
用
に
関
す
る
中
国
最
高
人
民
法
院
の
回
答
文
書
、
及
び
③
大
連
市
中
級
人
民
法
院
の
裁
判
例
で
あ
っ
た
。

(μ) 

し
か
し
、
②
及
ぴ
③
に
つ
い
て
は
、
中
国
圏
内
で
問
題
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
指
摘
に
応
え
る
た
め
に
、
今
後
、
中
国
最
高

(
お
)

人
民
法
院
が
解
釈
・
運
用
を
変
更
し
、
「
互
恵
原
則
」
要
件
の
運
用
を
緩
和
し
た
場
合
に
は
、
堺
支
部
事
件
高
裁
判
決
の
先
例
と
し
て
の
価

値
は
、
大
き
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
堺
支
部
事
件
高
裁
判
決
の
判
断
は
、
家
事
事
件
に
か
か
る
中
国
内
地
判
決
に
つ
い
て
は
、
先
例
と
し
て
の
価
値
を
有
し
な
い

(
お
)

と
も
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
、
同
判
決
に
つ
い
て
「
日
中
間
の
取
引
紛
争
の
事
案
で
は
な
い
か
ら
、
相
互
の
保
証
に
関
す
る
先
例
的
価
値
は
相

(
幻
)

当
に
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
意
見
も
出
さ
れ
て
い
る
。

7 外国判決承認・執行の要件としての裁判官の独立(→

(
1
)
道
垣
内
正
人
「
裁
判
管
轄
等
に
関
す
る
条
約
採
択
を
め
ぐ
る
現
況
(
下
)
|
|
三

O
O
一
年
六
月
の
第
一
国
外
交
会
議
の
結
果
」
ジ
ユ
リ
ス
ト
一
一
一
一
一
一
号
(
二

O
O
一

年
)
九
二
頁
。

(
2
)
同
前
。

(
3
)

道
垣
内
正
人
「
二

O
O
五
年
の
ハ

1
グ
『
管
轄
合
音
品
に
関
す
る
条
約
」
」
国
際
私
法
年
報
七
号
(
国
際
私
法
学
会
、
二

O
O
五
年
)
一
八
四
頁
。

(
4
)

道
垣
内
正
人
「
ミ
ッ
ク
ス
条
約
と
し
て
の
国
際
裁
判
管
轄
及
び
外
国
判
決
承
認
執
行
条
約
案
の
作
成
(
下
)
|
|
ハ

l
グ
国
際
私
法
会
議
二

0
0
0年
条
約
案
」
ジ
ュ
リ

ス
ト
一
一
ム
ハ
四
号
(
一
九
九
九
年
)
一
二
三
頁
。

(
5
)
ハ

l
グ
管
轄
条
約
九
条

e
号
は
「
承
認
又
は
執
行
が
、
公
序
に
明
ら
か
に
反
す
る
場
合
(
判
決
に
至
る
特
定
の
訴
訟
手
続
が
そ
の
国
の
手
続
的
公
正
の
基
本
原
則
に
反

す
る
場
合
を
含
む
。
)
」
を
承
認
執
行
拒
絶
事
由
と
し
て
定
め
る
に
す
ぎ
な
い
(
道
垣
内
・
前
掲
注
(
3
)
二
O
二
頁
)
。

(
6
)

鈴
木
賢
「
中
国
に
お
け
る
裁
判
の
独
立
の
実
態
と
特
徴
的
構
造
」
社
会
体
制
と
法
八
号
(
二

O
O七
年
)
四
八
百
円
。

(
7
)

名
目
的
に
は
「
多
党
合
作
」
で
あ
る
が
、
実
質
は
一
党
独
裁
で
あ
る
(
本
稿
E
ニ
5
(
五
)
参
照
)

0

(
8
)

中
国
憲
法
一
一
一
一
条
に
基
づ
き
制
定
さ
れ
た
香
港
特
別
行
政
区
基
本
法
及
ぴ
マ
カ
オ
特
別
行
政
区
基
本
法
に
基
づ
き
、
香
港
及
び
マ
カ
オ
に
お
い
て
は
、
中
国
内
地
と
は

異
な
る
政
治
制
度
(
司
法
制
度
を
含
む
。
)
及
び
経
済
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
司
法
制
度
と
の
関
連
で
は
、
こ
れ
ら
特
別
行
政
区
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
司
法
権

と
終
審
裁
判
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
台
湾
に
お
い
て
は
、
中
国
内
地
と
全
く
別
の
法
制
度
が
存
在
し
て
い
る
。

(
9
)

鈴
木
・
前
掲
注
(
6
)
四
八
頁
。

(
日
)
鈴
木
忠
一
「
裁
判
官
の
独
立
と
そ
の
問
題
」
小
山
昇
U
中
島
一
郎
編
『
裁
判
法
の
諸
問
題
(
中
)
」
(
有
斐
閑
、
一
九
六
九
年
)
一
一
一
四
頁
。

(
日
)
「
制
度
的
」
と
い
う
概
念
を
、
本
稿
で
は
陵
味
な
ま
ま
使
用
し
て
い
る
(
後
注
(
幻
)
参
照
)
。
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(
ロ
)
鈴
木
・
前
掲
注
(
6
)
四
八
頁
。

(
日
)
坂
口
一
成
「
現
代
中
国
に
お
け
る
『
司
法
」
の
構
造
(
一
)
|
|
厳
打
・
・
な
ぜ
刑
事
裁
判
が
道
具
と
な
る
の
か
?
」
北
大
法
学
論
集
五
七
巻
二
号
(
二

O
O六
年
)
一

六
一
八
頁
。

(
日
比
)
坂
口
・
前
掲
注
(
日
)
九
頁
、
二
四
頁
。

(
日
)
例
え
ば
、
田
中
信
行
「
中
国
の
司
法
改
革
に
立
ち
は
だ
か
る
厚
い
壁
」
中
国
研
究
月
報
六
一
巻
四
号
(
二

O
O七
年
)
一
一
一
一
一
頁
、
鈴
木
・
前
掲
注
(
6
)
論
文
等
参
照
。

(
日
)
党
制
度
は
不
透
明
で
あ
る
(
本
稿
E
ニ
3
参
照
〉
た
め
、
中
国
共
産
党
と
関
連
す
る
制
度
・
状
況
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
部
分
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
国
家
機
関
内
部

の
制
度
に
つ
い
て
も
、
実
情
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
部
分
が
あ
る
。

(η)
そ
の
よ
う
な
「
常
識
」
を
当
然
の
前
提
と
し
た
上
で
、
「
裁
判
の
独
立
を
阻
害
す
る
要
素
」
そ
の
他
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(
四
)
外
国
の
制
度
の
立
証
に
つ
い
て
は
、
各
当
事
者
が
そ
れ
ぞ
れ
「
都
合
の
良
い
文
献
」
や
「
依
頼
に
応
じ
て
都
合
の
良
い
こ
と
を
書
い
て
く
れ
る
法
律
家
の
意
見
書
」
を

提
出
し
、
裁
判
官
が
判
断
に
悩
む
と
い
う
こ
と
が
容
易
に
生
じ
う
る
。
裁
判
所
が
鑑
定
人
を
選
ぶ
と
い
う
保
証
は
な
い
し
、
ま
た
、
適
切
な
鑑
定
人
を
選
ぶ
能
力
が
裁
判

所
に
あ
る
と
も
限
ら
な
い
。

(
日
)
判
時
一
八
四
一
号
一
一
一
頁
、
判
タ
一
一
四
一
号
二
七
O
頁。

(
初
)
こ
こ
で
い
う
「
中
国
民
事
訴
訟
法
三
六
八
条
」
と
は
、
一
九
九
一
年
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
中
国
民
事
訴
訟
法
(
以
下
「
一
九
九
一
年
民
事
訴
訟
法
」
と
い
う
。
)
の

二
六
八
条
の
こ
と
で
あ
る
。
中
国
民
事
訴
訟
法
は
二

O
O七
年
に
改
正
さ
れ
た
が
、
改
正
法
(
以
下
「
二

O
O七
年
民
事
訴
訟
法
」
と
い
う
o
)

の
施
行
は
二

O
O
八
年

四
月
一
日
で
あ
る
。
こ
の
改
正
に
お
い
て
は
、
一
九
九
一
年
民
事
訴
訟
法
二
六
八
条
の
内
容
に
は
何
ら
変
更
が
な
さ
れ
ず
、
条
文
番
号
の
変
更
が
な
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ

た
。
一
九
九
一
年
民
事
訴
訟
法
一
一
六
八
条
の
内
容
は
、
二

O
O七
年
民
事
訴
訟
法
二
六
六
条
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
。

(
幻
)
最
近
の
中
国
の
文
献
に
お
い
て
は
、
外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
に
関
す
る
一
九
九
一
年
民
事
訴
訟
法
二
六
八
条
(
改
正
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
注
(
初
)
参
照
)

が
定
め
る
「
互
恵
原
則
」
と
は
、
相
互
主
義
要
件
に
他
な
ら
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
王
慧
「
論
我
国
承
認
奥
執
行
外
国
法
院
判
決
的
制
度
」
北
京
大
学
法
学
院
編

『
北
大
国
際
法
輿
比
較
法
評
論
第
四
巻
第
一
輯
(
総
第
六
期
)
』
(
北
京
大
学
出
版
社
、
二

O
O
五
年
)
二

O

二
三
頁
。

(
辺
)
王
前
掲
注
(
幻
)
に
お
い
て
は
、
相
互
主
義
の
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
を
説
明
の
上
(
同
一
一
一
頁
)
、
中
国
民
事
訴
訟
法
及
び
最
高
人
民
法
院
の
司
法
解
釈
に
よ
り
要
求

さ
れ
て
い
る
も
の
が
「
判
決
国
に
お
い
て
自
国
の
裁
判
を
承
認
・
執
行
し
た
先
行
事
例
が
存
在
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
タ
イ
プ
の
相
互
主
義
」
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る

(
同
一
二
三
頁
、
三
六
頁
)
。

(
お
)
「
相
互
の
保
証
」
要
件
に
関
す
る
判
断
に
つ
い
て
、
堺
支
部
事
件
高
裁
判
決
は
、
本
文
で
紹
介
し
た
①
、
②
及
び
③
以
外
の
根
拠
も
挙
げ
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

粟
津
光
世
・
国
際
商
事
法
務
三
一
巻
一

O
号
(
二

O
O
三
年
)
一
四
二
五
頁
、
渡
辺
僅
之
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
一
七
回
号
(
二

O
O
四
年
)
一
一
一
五
百
円
、
粟
津
光
世
・
私
法

判
例
リ
マ
l
ク
ス
三
O
号
(
二

O
O
五
年
)
一
一
一
一
一
一
一
頁
、
釜
谷
真
史
・
ジ
ユ
リ
ス
ト
一
一
一
九
一
号
(
二

O
O
五
年
)
三

O
一
頁
、
小
野
寺
規
夫
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
八

四
号
(
二

O
O
五
年
)
二
三
人
頁
、
北
村
賢
哲
・
ジ
ユ
リ
ス
ト
一
一
一
一
O
八
号
(
二

O
O
六
年
)
一
一
一
一
頁
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。



(
但
)
王
・
前
掲
注
(
幻
)
三
六
|
三
七
頁
に
お
い
て
は
、
中
国
内
地
判
決
の
外
国
に
お
け
る
承
認
・
執
行
を
促
進
す
る
た
め
に
も
、
互
恵
関
係
に
関
す
る
運
用
を
緩
和
す
る
こ

と
が
提
言
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
緩
和
す
る
こ
と
が
民
事
訴
訟
法
の
文
一
言
解
釈
と
し
て
も
適
切
で
あ
る
旨
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)
最
高
人
民
法
院
が
司
法
解
釈
又
は
通
達
に
よ
り
態
度
変
更
を
示
せ
ば
、
下
級
の
人
民
法
院
は
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
の
で
、
大
連
市
中
級
人
民
法
院
の
裁
判
例
は
価
値
を

失
う
こ
と
に
な
る
。
(
も
と
よ
り
中
国
に
お
い
て
は
裁
判
例
の
先
例
拘
束
性
は
否
定
さ
れ
て
お
り
、
一
定
の
裁
判
例
に
「
参
考
的
価
値
」
が
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、

そ
の
よ
う
な
価
値
も
失
う
こ
と
に
な
る
。
)

(
お
)
中
国
最
高
人
民
法
院
の
回
答
文
書
及
、
ぴ
大
連
市
中
級
人
民
法
院
の
裁
判
例
は
、
い
ず
れ
も
財
産
関
係
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
堺
支
部
事
件
高
裁
判
決
は
、

「
相
互
の
侭
証
」
を
否
定
す
る
根
拠
と
し
て
「
:
:
:
そ
し
て
、
他
に
、
経
済
取
引
に
関
す
る
わ
が
国
の
裁
判
所
の
判
決
の
効
力
が
、
中
華
人
民
共
和
国
で
承
認
さ
れ
た
事

例
は
な
い
し
:
:
:
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

(
幻
)
北
村
・
前
掲
注
(
n
y
二
四
頁
。

E 

法
律
論
の
概
観
と
若
干
の
検
討

9--;;'国判決承認・執行の要件としての裁判官の独立(ー)

判
例
・
学
説
の
状
況

事l

伊j

「
判
決
国
に
お
い
て
「
裁
判
官
の
独
立
』
の
制
度
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
、
日
本
法
の
定
め
る
外
国
判
決
承
認
・
執
行
制
度
の
下
で
、
ど

〈
お
)

の
よ
う
に
評
価
す
る
か
」
と
い
う
問
題
に
関
す
る
裁
判
例
と
し
て
は
、
東
京
高
裁
昭
和
五
七
年
一
一
一
月
一
一
一
一
日
民
五
部
判
決
が
挙
げ
ら
れ
る
。

同
判
決
は
、
「
判
決
の
成
立
手
続
に
司
法
の
独
立
の
侵
害
と
か
民
事
訴
訟
の
基
本
原
則
に
対
す
る
違
背
の
重
大
な
か
し
が
存
す
る
と
き
は
、

そ
の
外
国
裁
判
所
の
判
決
を
承
認
す
る
こ
と
は
わ
が
国
の
公
序
良
俗
に
反
し
て
許
さ
れ
な
い
」
と
判
示
し
て
お
り
、
個
別
事
件
に
お
け
る
判

決
の
成
立
過
程
に
お
い
て
、
政
治
部
門
の
介
入
な
ど
に
よ
り
司
法
の
独
立
が
損
な
わ
れ
た
場
合
に
は
、
外
国
判
決
の
承
認
が
認
め
ら
れ
な
い

(

鈎

)

(

鈎

)

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
判
示
文
言
に
鑑
み
、
ま
た
、
事
案
と
の
関
係
に
お
け
る
こ
の
判
示
内
容
の
位
置
づ
け
に
鑑
み
、

同
判
決
は
、
判
決
固
に
お
い
て
「
司
法
権
の
独
立
の
制
度
」
(
乃
至
「
裁
判
官
の
独
立
の
制
度
」
)
が
存
在
し
な
い
場
合
を
念
頭
に
お
い
て
は
い
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(
訂
)

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
判
決
は
、
上
訴
審
に
よ
り
維
持
さ
れ
、
確
定
し
て
い
る
が
、
上
訴
審
判
決
で
あ
る
最
高
裁
昭
和
五
八
年
六
月
七
日
第
三
小
法

(

日

記

)

定
判
決
は
、
こ
の
判
決
の
前
述
の
判
示
内
容
に
は
、
特
に
言
及
し
て
い
な
い
。

2 

ー主~
守ー

説
1
1
1
個
別
事
情
を
問
題
と
す
る
説

一
八
条
三
号
の
「
訴
訟
手
続
が
日
本
に
お
け
る
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
に
反
し
な
い
こ
と
よ
と
い
う
要
件
(
以
下

(
お
)

「
手
続
的
公
序
要
件
」
と
い
う
。
)
は
、
外
国
判
決
の
承
認
要
件
(
及
び
執
行
要
件
)
の
一
つ
で
あ
り
、
前
掲
最
判
昭
和
五
八
年
六
月
七
日
を
う

(
鈍
)

け
て
、
平
成
八
年
の
民
事
訴
訟
法
改
正
で
明
文
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

民
事
訴
訟
法
一

手
続
的
公
序
要
件
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
外
国
判
決
の
成
立
手
続
が
わ
が
国
の
手
続
法
の
基
本
的
原
則
に
反
す
る
か
否
か
と
い

(
お
)

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
い
う
「
わ
が
国
の
手
続
法
の
基
本
的
原
則
」
に
「
裁
判
官
の
独
立
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
白

(
お
)

体
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
争
い
は
無
い
。

一
方
、
「
わ
が
国
の
手
続
法
の
基
本
的
原
則
」
に
含
ま
れ
る
も
の
が
、
「
個
別
事
件
に
お
い
て
、
実
際
に
、
裁
判
官
が
、
政
治
権
力
か
ら
の

圧
力
を
何
ら
受
け
る
こ
と
な
く
、
法
の
み
に
従
っ
て
(
又
は
、
法
と
自
己
の
良
心
の
み
に
従
っ
て
)
判
断
を
下
し
た
」
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
で

の
「
裁
判
官
の
独
立
」
(
以
下
、
裁
判
官
の
「
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
(
性
)
」
と
い
う
。
)
な
の
か
、
個
別
事
件
を
離
れ
た
、

(
幻
)

「
制
度
」
と
し
て
の
「
裁
判
官
の
独
立
」
(
以
下
、
裁
判
官
の
「
制
度
的
独
立
(
性
)
」
と
い
う
。
)
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し

い
わ
ば

も
意
見
が
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
両
者
の
区
別
を
明
確
に
す
る
こ
と
な
く
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
も
多
い
。

以
下
で
は
、
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
性
の
問
題
を
手
続
的
公
序
要
件
を
通
じ
て
、
処
理
す
る
学
説
を
紹
介
す
る
。

(
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
性
の
問
題
を
手
続
的
公
序
要
件
以
外
の
承
認
・
執
行
要
件
に
よ
っ
て
処
理
す
る
と
い
う
学
説
は
存
在
し
な
い
。

こ
れ
は
、
要
件
の
性
質
上
、
個
別
の
事
情
を
評
価
す
る
と
い
う
処
理
が
手
続
的
公
序
要
件
に
な
じ
む
と
い
う
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
o
)



推
定
処
理
を
し
な
い
説
(
個
別
事
情
説
)

裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
性
に
着
目
し
つ
つ
、
特
に
推
定
処
理
を
し
な
い
(
乃
至
、
推
定
処
理
に
言
及
し
な
い
)
学
説
の

例
と
し
て
は
、
竹
下
説
と
高
桑
説
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
竹
下
説
に
お
い
て
は
、
「
手
続
権
の
保
障
は
わ
が
国
の
訴
訟
法
の
基
本
原
則
の
一
つ
」
で
あ
る
と
説
い
た
上
で
、
「
裁
判
官
の
独
立

(
お
)

性
:
:
:
の
保
障
が
欠
け
て
い
た
よ
う
な
場
合
」
に
は
、
手
続
的
公
序
違
反
と
な
る
と
説
き
、
そ
の
一
例
と
し
て
、
「
外
国
判
決
が
行
政
府
の

(
お
)

介
入
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
場
合
」
を
挙
げ
る
。
同
様
に
、
高
桑
説
に
お
い
て
も
、
「
判
決
が
:
:
:
裁
判
官
の
独
立
を
侵
す
よ
う
な
行
為
に
よ

っ
て
成
立
し
た
場
合
な
ど
の
よ
う
に
、
裁
判
の
成
立
過
程
に
お
い
て
公
正
で
な
く
、
文
明
国
に
共
通
す
る
民
事
訴
訟
の
基
本
原
則
に
反
す
る

(
伺
)

事
由
が
み
と
め
ら
れ
る
と
き
」
に
は
手
続
的
公
序
違
反
と
な
る
と
説
く
。

11 外国判決承認・執行の要件としての裁判官の独立(→

ま
た
、
竹
下
説
に
お
い
て
は
、
手
続
的
公
序
違
反
を
構
成
す
る
事
由
が
判
決
国
法
上
も
違
法
で
あ
り
、
か
っ
、
判
決
確
定
前
に
判
決
固
で

救
済
を
得
る
こ
と
が
合
理
的
に
期
待
で
き
た
と
き
に
は
、
そ
の
救
済
手
段
を
と
る
こ
と
な
く
承
認
拒
否
事
由
と
し
て
主
張
す
る
こ
と
は
で
き

(
但
)

な
い
、
と
も
説
く
。

竹
下
説
及
び
高
桑
説
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
明
示
的
に
排
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
が
、
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
性
を
念
頭
に
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
整
理
及
び
検
討
の
便
宜
上
、
「
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
の
不
存
在
そ
れ
自
体
は
評
価
の
対
象
と
せ
ず
、
竹
下
説
及
び
高
桑
説

の
よ
う
な
処
理
を
す
る
」
と
い
う
考
え
方
を
仮
定
し
、
そ
れ
を
、
以
下
で
は
「
個
別
事
情
説
」
と
い
う
。

制
度
的
独
立
性
に
よ
る
推
定
を
肯
定
す
る
説
(
岡
田
説
・
赤
釧
説
)

岡
田
説
は
、
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
と
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
性
の
両
方
に
着
目
し
、
前
者
の
不
存
在
に
よ
り
後
者
の
不
存

在
を
推
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

一
九
九

0
年
代
に
提
唱
さ
れ
た
。
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同
説
は
、
ま
ず
、
「
外
国
判
決
が

(
必
)

『
裁
判
官
の
独
立
性
」
:
:
:
に
反
す
る
手
続
で
成
立
し
た
」
場
合
に
は
手
続
的
公
序
違
反
に
な
る
と
し
、

か
っ
、
「
裁
判
官
の
独
立
と
い
う
原
則
は
存
在
し
な
い
が
、
裁
判
の
公
正
さ
を
担
保
す
る
別
の
手
段
が
彼
の
国
で
用
意
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、

(
必
)

具
体
的
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
の
公
正
が
保
た
れ
て
い
た
、
ま
た
、
基
本
的
人
権
も
保
障
さ
れ
て
い
た
、
と
客
観
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
」

に
は
承
認
・
執
行
を
拒
む
必
要
は
な
い
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
立
証
責
任
に
つ
い
て
、
承
認
・
執
行
を
争
う
当
事
者
が
、
判
決
国
に
お
け
る

裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
の
不
存
在
に
つ
い
て
、
裁
判
官
に
「
確
信
を
抱
か
せ
れ
ば
充
分
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
裁
判
で
公
正
が
保
た

れ
て
い
た
こ
と
の
立
証
を
承
認
を
求
め
る
側
の
当
事
者
に
負
わ
せ
れ
ば
よ
内
」
と
主
張
す
る
。

理
由
付
け
と
し
て
、
岡
田
説
は
、
ま
ず
、
「
手
続
的
公
序
の
判
断
に
評
価
、
比
較
と
い
う
方
式
が
用
い
ら
れ
る
場
合
、
ど
こ
ま
で
が
耐
え

(

日

制

)

う
る
も
の
で
ど
こ
か
か
ら
が
耐
え
難
い
も
の
に
な
る
か
、
と
い
う
判
断
が
そ
の
核
心
部
分
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
上
、
そ
の
よ

(
必
)

う
な
判
断
を
す
る
た
め
に
は
、
「
法
制
度
を
背
後
で
支
え
て
い
る
基
本
的
考
慮
、
価
値
観
に
遡
る
評
価
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
説
く
。
そ
し
(
訂
)

て
、
裁
判
官
の
独
立
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
考
慮
、
価
値
観
は
「
裁
判
の
公
正
」
及
び
「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」
で
あ
る
と
す
る
。

次
い
で
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
下
、
岡
田
説
は
、
裁
判
官
の
独
立
が
我
が
国
の
「
憲
法
上
の
重
要
な
基
本
原
別
で
あ
る
こ
と
に
は
争
い
は

(
紛
)

な
い
」
と
し
つ
つ
も
、
裁
判
官
の
独
立
と
い
う
制
度
乃
至
原
則
は
、
「
裁
判
の
公
正
、
よ
り
具
体
的
に
は
裁
判
内
容
の
公
正
さ
や
、
基
本
的

(ω) 

人
権
の
保
障
を
あ
く
ま
で
担
保
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
て
い
る
」
も
の
で
あ
り
、
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
性
は
、
「
こ

(
切
)

れ
じ
た
い
に
、
本
来
的
・
直
接
的
な
意
義
を
見
出
す
も
の
で
は
な
い
」
と
説
く
。

ま
た
、
立
証
責
任
に
つ
い
て
、
岡
田
説
は
、
「
裁
判
の
公
正
が
保
た
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
」
が
手
続
的
公
序
要
件
違
反
を
構
成
す
る
と

考
え
た
上
で
、
判
決
国
に
お
け
る
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
の
不
存
在
が
立
証
さ
れ
た
場
合
に
は
、
「
裁
判
の
公
正
が
保
た
れ
て
い
な
か
っ

(
日
)

た
こ
と
」
が
推
定
さ
れ
、
こ
の
推
定
を
覆
そ
う
と
す
る
当
事
者
は
、
法
律
上
の
事
実
推
定
を
覆
す
場
合
と
同
様
に
、
「
裁
判
の
公
正
が
保
た

(
臼
)

れ
て
い
た
こ
と
」
に
つ
い
て
の
立
証
(
本
証
)
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
(
日
)

こ
の
よ
う
な
処
理
は
、
実
際
の
立
証
活
動
に
お
い
て
、
「
裁
判
の
公
正
が
保
た
れ
て
い
た
こ
と
」
の
立
証
が
不
可
能
に
近
い
と
い
う
こ
と
に



対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

判
決
固
に
お
け
る
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
が
肯
定
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
、
岡
田
説
は
、
「
当
該
事
件
で
は
裁
判
官
の
独
立
が
満
た
さ

(
日
)

れ
ず
、
裁
判
が
不
公
正
で
あ
る
と
客
観
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
」
に
承
認
・
執
行
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
立
場
、
即
ち
個
別
事
情
説
と
同

様
の
立
場
を
と
る
。
な
お
、
岡
田
説
は
、
「
裁
判
官
の
独
立
性
:
:
:
に
対
す
る
違
反
が
、
裁
判
の
結
果
に
と
っ
て
少
な
く
と
も
原
因
に
な
っ

(
日
)

て
い
る
と
い
う
要
件
は
必
要
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
も
主
張
す
る
が
、
こ
れ
は
、
判
決
固
に
お
け
る
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
が
肯

定
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
の
主
張
と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
う
解
さ
な
け
れ
ば
、
立
証
責
任
に
関
す
る
前

(
日
)

述
の
主
張
と
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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岡
田
説
は
、
実
体
権
保
護
が
手
続
権
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
裁
判
の
独
立
そ
れ
自
体
の
価
値
を
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
説

(
貯
)

に
お
い
て
、
「
裁
判
の
公
正
」
と
は
、
「
よ
り
具
体
的
に
は
裁
判
内
容
の
公
正
さ
や
、
基
本
的
人
権
の
保
障
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
鑑
み
れ
ば
、
同
説
に
お
い
て
い
う
「
裁
判
で
公
正
が
保
た
れ
て
い
た
こ
と
の
立
証
」
と
は
、
要
は
、
「
判
決
内
容
が
「
正
し
い
」
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
の
立
証
」
乃
至
「
判
決
内
容
が
適
切
に
実
体
権
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
の
立
証
」
を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ

る

(

白

川

)

以
上
の
よ
う
に
理
解
し
た
場
合
に
は
、
岡
田
説
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
(
こ
の
よ
う
な
理
解
に
基
づ
く
岡
田
説
を
、
以

下
で
は
、
特
段
の
留
保
を
付
す
る
こ
と
な
く
、
単
に
、
「
岡
田
説
」
と
呼
ん
で
い
る
。
)

(d) (c) (b) (a) 

手
続
的
公
序
要
件
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
制
度
の
背
景
に
あ
る
基
本
的
価
値
に
遡
る
評
価
が
不
可
欠
で
あ
る
と
こ
ろ
、

裁
判
官
の
独
立
と
い
う
制
度
乃
至
原
則
は
、
そ
れ
自
体
は
基
本
的
価
値
で
は
な
く
、

究
極
的
な
価
値
は
実
体
権
の
保
護
で
あ
る
の
で
、

判
決
固
に
お
い
て
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
承
認
・
執
行
を
求
め
る
当
事
者
は
、
「
判
決
内
容
が
『
正
し

い
』
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
」
(
乃
至
「
判
決
内
容
が
適
切
に
実
体
権
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
」
)
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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岡
田
説
の
登
場
後
、
同
説
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
れ
を
や
や
修
正
す
る
形
で
主
張
さ
れ
た
の
が
赤
剃
説
で
あ
る
。

赤
制
説
は
、
憲
法
三
二
条
に
よ
り
、
独
立
か
っ
公
平
な
裁
判
所
を
整
備
す
る
義
務
を
国
家
が
負
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
独
立
か
っ
公

(
日
)

平
な
裁
判
所
:
:
:
が
、
手
続
的
公
序
の
基
準
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
」
と
主
張
す
る
。
そ
の
上
で
、
赤
剥
説
は
、
岡
田
説
同
様
、
更
に
、
「
独

立
か
っ
公
平
な
裁
判
所
」
の
背
後
に
あ
る
価
値
を
探
求
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
と
り
、
そ
の
よ
う
な
価
値
が
「
裁
判
権
の
適
正
・
公
平
な

(
印
)

行
使
の
保
障
と
国
民
の
信
頼
の
保
持
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
「
裁
判
官
の
独
立
・
中
立
と
い
う
原
則
が
存
在
し
な
い
国
で
な
さ
れ
た
判
決

の
承
認
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
当
該
判
決
の
裁
判
の
適
正
が
保
た
れ
て
い
た
と
客
観
的
に
認
め
ら
れ
る
限
り
は
、
制
度
的
保
障

(
日
)

が
な
く
て
も
手
続
的
公
序
違
反
と
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
結
論
を
導
出
し
て
い
る
。

(
臼
)

立
証
責
任
に
つ
い
て
も
、
赤
刻
説
は
、
岡
田
説
と
同
様
、
「
推
定
」
の
手
法
に
よ
る
立
証
責
任
の
転
換
を
認
め
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

判
決
固
に
お
け
る
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
が
肯
定
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
赤
釧
説
は
「
具
体
的
事
件
に
お
い
て
、
政
府
の
干
渉
が

(
臼
)

あ
る
等
裁
判
が
も
は
や
適
正
で
あ
る
と
は
み
な
し
え
な
い
よ
う
な
場
合
」
に
承
認
・
執
行
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
立
場
、
即
ち
個
別
事
情

説
と
同
様
の
立
場
を
と
る
。

赤
釧
説
は
、
「
外
国
裁
判
所
の
手
続
の
正
当
性
の
判
断
基
準
は
、
わ
が
国
の
訴
訟
法
の
個
々
の
規
定
の
背
後
に
あ
る
、
そ
れ
ら
が
保
護
し

(
悦
)

ょ
う
と
し
て
い
る
根
本
原
則
、
す
な
わ
ち
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る
手
続
基
本
権
と
す
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
。
即
ち
、
憲
法
上
保
障
さ
れ

て
い
る
手
続
基
本
権
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
自
体
を
価
値
と
し
て
取
り
扱
う
と
い
う
態
度
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
同

説
に
お
い
て
は
、
究
極
的
な
価
値
が
「
裁
判
権
の
適
正
・
公
平
な
行
使
の
保
障
」
(
傍
点
は
筆
者
)
で
あ
る
と
す
る
と
と
も
に
、
「
裁
判
が
も

は
や
適
正
で
あ
る
と
は
み
な
し
え
な
い
」
場
合
の
例
と
し
て
「
政
府
の
干
渉
が
あ
る
」
場
合
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
に
鑑
み
れ
ば
、
同
説
に
お

い
て
い
う
「
裁
判
の
適
正
が
保
た
れ
て
い
た
」
と
客
観
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
と
は
、
要
は
、
「
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独

立
性
が
保
た
れ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
さ
札
日
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
に
は
、
岡
田
説
の
前
記
付
及
び
仙
の
箇
所
を
次
の
よ
う
に
修
正
し
た
も
の
が
赤
側
説
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ



と
が
で
き
る
。
(
こ
の
よ
う
な
理
解
に
基
づ
く
赤
例
説
を
、
以
下
で
は
、
特
段
の
留
保
を
付
す
る
こ
と
な
く
、
単
に
、
「
赤
創
説
」
と
呼
ん
で
い
る
o
)

(d) (c) 

究
極
的
な
価
値
は
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る
手
続
基
本
権
で
あ
る
の
で
、

判
決
国
に
お
い
て
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
承
認
・
執
行
を
求
め
る
当
事
者
は
「
裁
判
官
の
個
別
事
件
に

お
け
る
実
際
の
独
立
性
が
保
た
れ
て
い
た
こ
と
」
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

民
事
訴
訟
の
目
的
論
と
の
関
係
で
、
「
権
利
保
護
説
、
な
ら
び
に
そ
れ
に
収
れ
ん
す
る
諸
説
に
あ
っ
て
は
適
正
手
続
保
障
は
実
体
権
保
護

の
一
方
法
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
手
続
保
障
説
に
あ
っ
て
は
、
実
体
権
保
護
と
は
独
立
に
、
あ
る
い
は
実
体
権
な
る
も
の
を
観
念
し
え
な

(“) 

い
場
合
で
あ
っ
て
も
な
お
、
手
続
そ
の
も
の
に
価
値
が
あ
る
の
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
岡
田
説
は
ま
さ
に
そ
こ
で
い
う
権
利

保
護
説
的
な
考
え
方
で
あ
り
、
赤
側
説
は
ま
さ
に
そ
こ
で
い
う
手
続
保
障
説
的
な
考
え
方
で
あ
る
と
い
え
る
。
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3 

品同

7-

説
ー

I
個
別
事
情
を
問
題
と
し
な
い
説

管
轄
要
件
に
よ
っ
て
処
理
を
す
る
説
(
山
田
説
)

一
九
八

0
年
代
半
ば
に
お
い
て
、
「
お
よ
そ
訴
訟
で
あ
る
限
り
制
度
自
体
が
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
続
保
障
」
を
「
制
度
的
手

続
保
障
」
と
定
義
し
た
う
え
で
、
「
制
度
的
手
続
保
障
の
欠
け
る
場
合
は
、
判
決
国
が
既
に
そ
の
判
決
の
正
当
性
を
維
持
す
る
機
能
を
失
つ

て
い
る
た
め
、
承
認
国
で
は
こ
れ
を
補
っ
て
当
事
者
の
救
済
を
図
る
必
要
が
あ
る
」
と
す
る
考
え
方
(
以
下
「
山
田
説
」
と
い
う
。
)
が
、
提

唱
さ
礼
的
。
山
田
説
は
、
制
度
的
手
続
保
障
の
存
在
を
問
う
と
い
う
こ
と
は
「
判
決
国
の
資
質
を
問
う
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
、
管
轄

(
飽
)

の
問
題
と
し
て
考
え
る
事
が
で
き
」
る
と
説
き
、
条
文
上
の
根
拠
を
当
時
の
民
事
訴
訟
法
二

O
O条
一
号
に
求
め
た
。
同
号
は
、
平
成
八
年

の
改
正
に
よ
り
、
現
行
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
一
号
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
山
田
説
は
、
現
行
民
事
訴
訟
法
一
一
人
条
一
号

の
定
め
る
要
件
(
以
下
「
承
認
管
轄
要
件
」
と
い
う
。
)
の
解
釈
に
つ
い
て
、
現
在
も
妥
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

山
田
説
に
お
い
て
は
、
制
度
的
手
続
保
障
の
要
素
の
一
つ
と
し
て
「
司
法
権
が
独
立
し
て
い
る
事
」
を
挙
げ
て
い
(
問
。
「
司
法
権
の
独
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立
」
に
は
「
裁
判
官
の
独
立
」
が
含
ま
れ
る
の
で
、
山
田
説
に
照
ら
し
て
考
え
れ
ば
、
判
決
固
に
お
い
て
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
が
存
在
し

(
叩
)

な
い
場
合
に
は
、
外
国
判
決
は
、
承
認
管
轄
要
件
を
満
た
さ
ず
、
そ
の
承
認
・
執
行
は
、

一
律
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
社
会
主
義
国
に
お
い
て
は
、

一
般
に
、
「
司
法
権
の
独
立
」
は
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
、
山
田
説
の
下
で
は
社
会
主
義
国
の
裁
判

所
の
判
決
は
全
て
承
認
・
執
行
が
拒
絶
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
山
田
説
が
提
唱
さ
れ
た
一
九
八

0
年
代
半
ば
に
は
、

社
会
主
義
国
の
「
実
態
」
が
既
に
露
呈
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
結
論
に
妥
当
性
を
見
出
す
こ
と
も
、
難
し
く
は

な
い
で
あ
ろ
、
っ
。

手
続
的
公
序
要
件
に
よ
っ
て
処
理
を
す
る
説
(
道
垣
内
説
)

山
田
説
は
制
度
的
手
続
保
障
の
存
否
が
承
認
管
轄
要
件
に
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
と
考
え
た
。
こ
の
山
田
説
に
「
基
本
的
に
は
賛
成
す

る
」
こ
と
を
表
明
し
た
う
え
で
、
制
度
的
手
続
保
障
の
チ
ェ
ッ
ク
を
手
続
的
公
序
要
件
に
お
い
て
行
う
べ
き
こ
と
を
説
い
た
の
が
道
垣
内
説

で
あ
る
。

同
説
は
「
手
続
的
公
序
の
判
断
と
は
、
外
国
判
決
の
下
さ
れ
た
司
法
制
度
そ
の
他
の
骨
骨
亭
骨
に
手
続
法
的
正
義
に
違
反
す
る
点
が
あ
り
、

(
九
)

そ
れ
が
具
体
的
判
決
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
問
題
と
す
る
も
の
」
(
傍
点
は
筆
者
。
)
で
あ
る
と
説
く
。
こ
の
よ
う
に
「
背
景
事
情
が
判

決
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
」
を
要
求
す
る
の
は
、
「
事
案
と
関
係
し
な
い
点
に
つ
い
て
手
続
法
上
の
正
義
に
反
す
る
点
が
あ
っ
て
も
そ
れ
は

(η) 

問
題
と
し
な
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
」
に
す
ぎ
ず
、
「
事
案
の
背
景
に
あ
る
と
言
え
る
事
情
で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
判
決
に
反
映
さ
れ
て

(
ね
)

い
る
」
と
考
え
る
も
の
と
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
道
垣
内
説
の
下
で
は
、
「
裁
判
官
の
独
立
」
に
関
す
る
問
題
は
「
常
に
具
体
的
判
決
に
反
映
さ
れ
て
い
る
」
と
解
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

仮
に
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
道
垣
内
説
の
下
で
は
、
判
決
固
に
お
い
て
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、

承
認
・
執
行
は
一
律
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
の
道
垣
内
説
を
、
以
下
で
は
「
一
律
否
定
(
公
序
)
説
」
と



ミ

)

O

U
主
ノな

お
、
仮
に
、
そ
の
よ
う
に
考
え
ず
、
承
認
・
執
行
拒
絶
の
た
め
に
は
、
「
裁
判
官
の
独
立
に
関
す
る
問
題
が
具
体
的
判
決
に
反
映
さ
れ

て
い
る
こ
と
」
の
認
定
を
必
要
と
す
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
道
垣
内
説
は
、
結
論
的
に
は
個
別
事
情
説
又
は
赤
釧
説
に
近
接
す
る
こ
と

に
な
る
。柱
書
要
件
に
よ
る
処
理

17-一外国判決承認・執行の要件としての裁判官の独立(ー)

民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
柱
書
の
「
(
外
国
)
裁
判
所
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
「
裁
判
権
を
行
使
す
る
権
限
を
有
し
、
私
法
上
の
法
律
関

(
九
)

係
に
つ
い
て
裁
判
す
る
国
家
機
関
」
と
解
す
る
の
が
通
説
的
で
あ
る
。
一
方
、
「
外
国
裁
判
所
」
そ
の
他
の
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
柱
書
の

(
花
)

各
要
件
に
つ
い
て
は
、
「
わ
が
国
と
の
同
質
性
を
実
質
的
に
判
断
す
る
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
ま
た
、
柱
書
要
件
に
お
い
て
「
民
事
裁

(
祁
)

判
と
し
て
備
え
る
べ
き
普
遍
的
属
性
」
の
有
無
を
判
断
す
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

後
者
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
「
判
決
固
に
お
け
る
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
が
、
『
裁
判
官
に
つ
い
て
日
本
法
上
要
求
さ
れ
る
最
低
限
の
制

(

竹

川

)

度
的
独
立
性
」
を
下
回
る
程
に
低
い
場
合
」
に
は
、
判
決
国
の
裁
判
所
は
、
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
柱
書
の
「
裁
判
所
」
に
は
該
当
し
な
い
、

と
い
う
処
理
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
処
理
を
す
る
考
え
方
を
、
以
下
で
は
「
一
律
否
定
(
柱
書
)
説
」
と
い
う
。

四

制
度
に
着
目
し
た
処
理
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

山
田
説

一
律
否
定
(
柱
書
)
説
及
ぴ
一
律
否
定
(
公
序
)
説
の
よ
う
に
、
「
判
決
固
に
お
い
て
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
が
存
在
す
る
と
認

定
で
き
な
い
場
合
に
は
、
承
認
・
執
行
を
一
律
に
否
定
す
る
」
と
い
う
処
理
は
、
十
分
に
現
実
的
な
も
の
で
あ
る
。

米
国
の
多
く
の
州
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
モ
デ
ル
法
で
あ
る
統
一
外
国
金
銭
判
決
承
認
法
(
己
巳
日

O
B
F
E官
Z
E
a
l
F
t
B
3
2

(
祁
)

H
U
口O
間口正
o
ロ
〉
♀
)
(
一
九
六
二
年
版
)
に
お
い
て
も
、
判
決
国
の
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
が
問
題
と
な
る
場
面
に
つ
い
て
、
個
別
事
情
を

問
題
と
せ
ず
、
判
決
国
の
制
度
自
体
を
問
題
と
し
て
承
認
・
執
行
を
一
律
に
否
定
す
る
と
い
う
枠
組
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
同
法
に

お
い
て
は
、
「
仲
田
]
U
R
Z
L
E
σ
ロロ戸己

の
個
別
事
件
に
お
け
る
存
否
を
問
う
の
で
は
な
く
、
判
決
が
「
戸
印
百
円
巾
目
当
ピ
口
『
仏
0
2
H
H
O件
目

U
5
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(

乃

)

(

町

山

)

の
下
で
な
さ
れ
た
こ
と
を
、
不
承
認
(
不
執
行
)
事
由
と
し
て
定
め
て
い
る
。
同
法
の
二

O
O
五
年
版
に
お

(
回
)

い
て
も
こ
の
点
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
要
件
に
関
し
て
、
米
国
に
は
多
数
の
判
例
が
存
在
す
る
が
、
中
国
内
地
判
決
に
つ
い
て

4F門同
町

F
B
U
R
H
E
-
E
r
5
5
-臼
」

の
判
例
は
、
筆
者
が
検
索
し
た
限
り
で
は
、
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

憲
法
三
二
条
と
外
国
判
決
承
認
執
行
制
度
の
関
係

(

明

白

)

裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
の
憲
法
的
保
障

日
本
国
憲
法
三
一
一
条
は
「
何
人
も
、
裁
判
所
に
お
い
て
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
奪
は
れ
な
い
。
」
と
定
め
る
。
同
条
の
下
、
「
い
か
な
る
圧

(
お
)

力
か
ら
も
独
立
し
た
裁
判
所
お
よ
び
裁
判
官
が
憲
法
と
そ
の
も
と
に
あ
る
法
秩
序
を
唯
一
の
依
り
ど
こ
ろ
と
し
て
」
正
義
の
実
現
を
は
か
る

も
の
と
さ
れ
る
。

即
ち
、
こ
の
規
定
は
、
単
に
「
裁
判
の
拒
絶
」
を
禁
止
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
「
い
か
な
る
圧
力
か
ら
も
独
立
し
た
裁
判
所
お
よ

(

剖

)

(

釘

)

ぴ
裁
判
官
」
に
よ
る
裁
判
、
「
政
治
権
力
か
ら
独
立
の
公
平
な
司
法
機
関
」
に
よ
る
裁
判
、
乃
至
「
政
治
部
門
か
ら
独
立
の
公
平
な
裁
判

(
鉛
)所
」
に
よ
る
裁
判
を
求
め
る
権
利
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
前
述
の
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
の
解
釈
と
の
関
係
で
、
憲
法
三
二
条
は
、
「
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
性
」

と
「
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
」
の
い
ず
れ
を
保
障
し
て
い
る
の
か
(
又
は
両
方
を
保
障
し
て
い
る
の
か
)
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
そ
も
そ
も
日
本
国
憲
法
が
「
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
」
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
諸
制
度
|
|
権
力
分
立
(
乃
至
司
法
権
の

独
立
)
、
裁
判
官
の
職
権
の
独
立
、
裁
判
官
の
身
分
保
障
等
ー
ー
を
明
文
で
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
国
内
の
問
題
と
し
て
は
議
論
の

実
益
が
無
く
、
明
確
な
形
で
は
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

歴
史
的
に
見
て
、
近
代
立
憲
主
義
を
と
る
国
家
(
以
下
「
近
代
立
憲
国
家
」
と
い
う
。
)
の
成
立
過
程
に
お
い
て
、
司
法
権
の
独
立
を
含
む

(
釘
)

「
二
一
権
分
立
は
、
単
な
る
統
治
技
術
上
の
要
求
を
超
え
た
実
質
的
歴
史
的
な
意
味
」
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
国
民
主
権
原
理



(

鎚

)

(

鈎

)

が
採
用
さ
れ
た
後
も
、
三
権
分
立
機
構
の
中
で
司
法
は
「
特
異
な
地
位
」
を
占
め
、
司
法
権
の
独
立
は
、
「
当
然
祝
さ
れ
て
い
る
」
と
言
わ

れ
る
。い

わ
ゆ
る
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
内
容
も
、
「
歴
史
的
に
見
る
と
:
:
:
近
代
司
法
の
諸
原
則
と
し
て
次
第
に
確
立
さ
れ
た
も
の
と
、
実
質

(

ω

)

(

幻
)

的
に
は
重
な
っ
て
」
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
且
一
円
体
的
内
容
の
一
つ
と
し
て
「
公
正
・
独
立
な
裁
判
所
の
常
設
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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憲
法
三
二
条
の
定
め
る
「
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
も
、
こ
の
よ
う
な
近
代
国
家
及
び
近
代
司
法
の
諸
原
則
と
共
に
発
達
し
て
き
た
概
念
で

(

幻

)

(

犯

)

あ
り
、
「
近
代
国
家
に
お
い
て
形
成
・
発
展
せ
し
め
ら
れ
た
裁
判
制
度
に
対
す
る
信
頼
を
背
景
」
と
し
、
「
歴
史
的
経
験
の
上
に
確
立
さ
れ
た

(
悦
)

裁
判
制
度
を
基
盤
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
憲
法
三
二
条
が
「
歴
史
的
に
確
立
さ
れ
た
近
代
的
裁
判
制
度
を
前
提

(

川

町

)

と
し
て
、
そ
こ
で
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
人
権
と
し
て
保
障
し
た
も
の
」
で
あ
る
と
か
、
憲
法
三
二
条
の
「
内
実
」
に
は
裁
判
官
の
独
立

(

川

町

)

及
び
司
法
権
の
独
立
が
含
ま
れ
る
と
い
っ
た
形
で
も
表
現
さ
れ
る
。

以
上
に
鑑
み
れ
ば
、
「
憲
法
三
二
条
に
よ
り
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
|
|
即
ち
、
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
を
実
現

し
う
る
よ
う
な
制
度
の
国
家
に
よ
る
提
供
ー
ー
が
保
障
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
の
が
、
我
が
国
に
お
け
る
一
般
的
な
憲
法
解
釈
で
あ
る
と
理

解
さ
れ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
憲
法
三
一
一
条
は
、
「
い
か
な
る
圧
力
か
ら
も
独
立
し
た
裁
判
所
お
よ
び
裁
判
官
」
乃
至
「
政
治
権
力
か
ら
独
立
の
公
平

な
司
法
機
関
」
の
裁
判
を
求
め
る
権
利
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
お
け
る
「
裁
判
所
お
よ
び
裁
判
官
」
及
び
「
司

法
機
関
」
と
い
う
表
現
も
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
適
合
す
る
。

実
質
的
に
考
え
て
も
、
憲
法
が
「
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
性
」
の
み
を
保
障
し
、
「
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
」
を

保
障
し
て
い
な
い
と
考
え
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仮
に
そ
の
よ
う
な
形
で
保
障
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
当
事
者

が
立
証
し
て
救
済
を
求
め
る
こ
と
は
通
常
は
不
可
能
で
あ
り
、
仮
に
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
憲
法
は
裁
判
官
の
独
立
性
に
つ
い

(
貯
)

て
、
実
質
的
に
は
ほ
と
ん
ど
何
も
保
障
し
て
い
な
い
に
等
し
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
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近
時
の
学
説
に
は
、
こ
の
こ
と
を
明
確
に
主
張
す
る
も
の
(
以
下
「
片
山
説
」
と
い
う
。
)
も
あ
る
。
片
山
説
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
日
本

国
憲
法
が
特
定
の
司
法
制
度
像
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う
仮
説
を
た
て
、
そ
の
よ
う
な
司
法
制
度
像
を
「
憲
法
上
の
司
法
制
度
」
と
{
喜
義

(
関
)

し
た
上
で
、
憲
法
上
の
司
法
制
度
の
構
成
要
素
が
憲
法
三
二
条
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
と
考
え
る
。
そ
の
上
で
、
憲
法
上
の
司
法
制
度
の
構
成

(

川

町

)

要
素
の
一
つ
と
し
て
、
「
裁
判
所
の
独
立
性
・
中
立
性
」
を
挙
げ
、
「
裁
判
を
受
け
る
権
利
は
、
憲
法
上
の
司
法
制
度
と
の
関
連
に
お
い
て
、

(
問
)

独
立
性
・
中
立
性
を
保
障
さ
れ
た
裁
判
所
に
よ
る
裁
判
を
受
け
る
権
利
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
(
傍
点
は
筆
者
。
)
と
説
く
。

(m) 

以
上
の
よ
う
に
、
「
憲
法
三
二
条
は

「
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
』
を
保
障
し
て
い
る
」
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
考

え
た
場
合
に
お
い
て
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
、
ま
た
、
ど
の
程
度
の
独
立
性
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
個
別
的
な
検
討
の
蓄
積
を
待
つ
べ
き
問
題
で
あ
る
|
|
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
個
別
的
検
討
を
行
う
た
め
の
素
材
を
提
供
す
る

と
い
う
趣
旨
も
含
め
て
本
稿
皿
で
は
中
国
の
制
度
を
紹
介
し
て
い
る
ー
ー
が
、
「
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
」
が
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る

レ
ベ
ル
の
高
低
は
と
も
か
く
、
ど
こ
か
に
憲
法
が
許
容
し
う
る
最
低
ラ
イ
ン
(
以
下
「
憲
法
上
の
最
低
水
準
」
と
い
う
。
)
が

と
考
え
る
以
上
、

存
在
す
る
と
考
え
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
(
以
下
で
は
、
憲
法
上
の
最
低
水
準
を
満
た
し
て
「
い
る
/
い
な
い
」
と
い
う
意
味
で
、
裁
判
官
の
制
度
的
独

立
(
性
)
の
「
存
在
/
不
存
在
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。
)

2 

外
国
判
決
承
認
執
行
制
度

実
質
的
再
審
査
主宰

止

と
憲
法

条

民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
及
び
民
事
執
行
法
三
四
条
が
定
め
る
外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
制
度
は
、
外
国
判
決
に
つ
い
て
、
「
裁
判
の
当
否

(
問
)

(

m

)

を
調
査
し
な
い
で
」
、
日
本
国
に
お
け
る
効
力
及
び
当
該
判
決
に
基
づ
く
強
制
執
行
を
認
め
る
制
度
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
裁
判
の
当
否
の
調
査
」
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
(
以
下
「
実
質
的
再
審
査
禁
止
」
と
い
う
。
)
を
理
由
と
し
て
、
外
国
判
決
の
承

認
・
執
行
に
際
し
て
日
本
の
裁
判
所
が
調
査
・
掛
酌
す
る
こ
と
の
で
き
る
事
実
の
範
囲
を
厳
し
く
制
限
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
見
解
も
、
過



去
に
お
い
て
は
存
在
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
実
質
的
再
審
査
禁
止
と
は
、
要
は
、
「
外
国
判
決
の
当
否
の
審
査
」
(
即
ち
、
当
該
外
国
判

決
に
お
け
る
法
の
解
釈
・
適
用
や
事
実
認
定
の
妥
当
性
の
審
査
)
の
禁
止
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
よ
う
な
審
査
を
行
わ
な
い
限
り
、
承
認
・
執
行
要
件

(
肌
)

の
判
断
に
必
要
な
審
査
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
実
質
的
再
審
査
禁
止
の
下
、
日
本

の
裁
判
所
は
、
承
認
・
執
行
要
件
の
判
断
に
必
要
な
限
り
で
審
理
を
行
う
に
過
ぎ
ず
、
外
国
判
決
の
内
容
そ
の
も
の
の
当
否
を
当
事
者
が
争

(
肌
)

う
こ
と
は
、
た
と
え
「
承
認
・
執
行
要
件
の
判
断
」
の
一
環
と
い
う
形
を
と
っ
た
と
し
て
も
認
め
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
制
度
は
、
「
外
国
の
裁
判
所
で
裁
判
を
受
け
た
こ
と
」
を
理
由
(
乃
至
原
因
)
と
し
て
、
「
日
本

国
の
裁
判
所
に
お
い
て
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
を
実
質
的
に
奪
う
、
又
は
大
き
く
制
限
す
る
制
度
と
し
て
の
側
面
を
有
す
る
。

そ
の
よ
う
な
側
面
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
制
度
に
違
憲
の
疑
い
が
生
じ
な
い
の
は
、
承
認
・
執
行
要
件
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の
審
査
を
通
じ
て
、
「
憲
法
上
の

「
裁
判
を
受
け
る
権
利
』
に
よ
り
要
請
さ
れ
る
最
低
限
の
手
続
的
権
利
が
判
決
固
に
お
い
て
保
障
さ
れ
て

い
た
こ
と
」
が
確
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

逆
に
言
え
ば
、
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
及
び
民
事
執
行
法
二
四
条
が
定
め
る
外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
制
度
を
合
憲
的
に
運
用
す
る
た
め

に
は
、
憲
法
上
の
「
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
に
よ
り
要
請
さ
れ
る
最
低
限
度
の
手
続
権
が
判
決
国
に
お
い
て
保
障
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
日

(m) 

本
の
裁
判
所
が
承
認
・
執
行
の
審
査
を
通
じ
て
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
憲
法
上
の
「
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
に
よ
り
「
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
」
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
判

決
国
に
お
け
る
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
が
憲
法
上
の
最
低
水
準
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
承
認
・
執
行
要
件
の
審
査
を
通
じ
て
、

日
本
の
裁
判
所
が
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
(
今
後
、
条
約
に
基
づ
く
承
認
・
執
行
が
な
さ
れ
る
可
能
性
と
の
関
係
で
は
、
「
そ
の
よ
う

(
即
)

な
確
認
を
日
本
の
裁
判
所
が
行
う
こ
と
が
条
約
上
可
能
か
ど
う
か
」
と
い
う
点
を
事
前
に
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
。
)

こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
、
「
民
事
訴
訟
法
学
に
お
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
(
乃
至
民
事
訴
訟
手
続
)
に
お
け
る
憲
法
上
の
要
請
と
し
て
、

(
瑚
)

審
尋
請
求
権
の
保
障
、
手
続
上
平
等
の
原
則
、
適
時
審
判
の
原
則
、
公
開
審
判
の
原
則
等
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
一
方
、
『
裁
判
官
の
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独
立
』
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
い
う
こ
と
と
は
、
特
に
矛
盾
し
な
い
。
と
い
う
の
も
、
民
事
訴
訟
法
(
乃
至
民
事
訴
訟

手
続
)
に
お
け
る
憲
法
上
の
要
請
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
通
常
、
「
裁
判
官
の
独
立
」
の
よ
う
な
裁
判
所
組
織
法
上
の

問
題
を
含
ま
な
い
意
味
で
の
民
事
訴
訟
手
続
が
問
題
と
さ
れ
、
又
は
、
「
裁
判
官
の
独
立
」
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
所
与
の
前
提
と
し

(
瑚
)

て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

前
述
の
各
説
の
う
ち
、
個
別
事
情
説
以
外
の
全
て
の
説
は
、
「
判
決
固
に
お
け
る
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
」
の
確
認
の
枠
組
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
確
認
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
山
田
説
、

一
律
否
定
(
公
序
)
説
及
び
一
律
否
定
(
柱
書
)
説
に

お
い
て
は
、
承
認
・
執
行
が
一
律
に
拒
絶
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
岡
田
説
及
び
赤
剥
説
に
お
い
て
は
、
「
推
定
」
が
働
き
、
承
認
・

執
行
を
正
当
化
す
べ
き
特
段
の
状
況
が
認
定
さ
れ
な
い
限
り
、
承
認
・
執
行
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

(
肌
)

の
よ
う
な
確
認
の
枠
組
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
方
、
個
別
事
情
説
は
、
こ

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
確
認
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
判
決
固
に
お
け
る
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
憲
法
上
の
最

低
水
準
を
①
下
回
っ
て
い
る
と
認
定
で
き
る
場
合
、
②
満
た
し
て
い
る
と
認
定
で
き
る
場
合
、
③
い
ず
れ
か
判
然
と
し
な
い
場
合
の
三
つ
の

状
況
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
③
の
扱
い
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
葉
を
変
え
れ
ば
、
日
本
の
裁
判
所
は
、
承

認
・
執
行
を
拒
絶
す
る
際
に
(
岡
田
説
・
赤
例
説
的
な
処
理
方
法
を
と
る
場
合
に
は
、
「
推
定
」
が
働
く
旨
を
判
示
す
る
際
に
)
、
判
決
固
に
お
け
る
裁

判
官
の
制
度
的
独
立
性
が
「
憲
法
上
の
最
低
水
準
を
満
た
し
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
」
と
述
べ
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
、
「
憲
法
上
の

最
低
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
」
と
述
べ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
私
見
で
は
あ
る
が
、
③
の
場
合
は
①
の
場
合
と
同
様
に
扱
う
(
従
っ
て
前
者
の
表
現
を
と
る
)
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と

考
え
る
。
と
い
う
の
も
、
山
田
説
、

一
律
否
定
(
公
序
)
説
又
は
一
律
否
定
(
柱
書
)
説
を
と
り
つ
つ
、
③
の
状
況
に
お
い
て
、
仮
に
、
承

認
・
執
行
を
容
認
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
国
の
裁
判
所
は
、
自
ら
の
行
為
(
即
ち
、
承
認
・
執
行
)
が
合
憲
か
違
憲
か
が
判
然
と
し
な
い
状

態
で
、
当
事
者
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
積
極
的
に
剥
奪
し
(
即
ち
、
承
認
し
)
、
執
行
債
務
者
か
ら
積
極
的
に
財
産
を
奪
う
(
即
ち
、
執
行
す



る
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
性
の
不
存
在
の
立
証
が
不
可
能
に
近
い
と
い

(m) 

う
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
岡
田
説
・
赤
側
説
を
と
り
つ
つ
③
の
状
況
に
お
い
て
「
推
定
」
を
認
め
な
い
こ
と
は
、
承
認
・
執
行
を
容
認
す
る
の

と
事
実
上
同
じ
意
味
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。

手
続
的
公
序
違
反
を
基
礎
付
け
る
事
実
が
真
偽
不
明
の
場
合
に
は
公
序
違
反
の
効
果
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
考
え
方
も
過
去
に

(
山
)

主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
形
式
論
の
き
ら
い
が
あ
り
、
個
別
具
体
的
な
手
続
に
関
す
る
手
続
的
公
序
違
反
と
の
関
係
で
は
と
も
か
く
、
こ
と

「
裁
判
官
の
独
立
」
と
の
関
係
で
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
妥
当
し
な
い
(
即
ち
、

(m) 

方
は
妥
当
し
な
い
)
と
思
わ
れ
る
。

一
律
否
定
(
公
序
)
説
と
の
関
係
で
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
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以
上
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
と
、
外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
を
求
め
ら
れ
た
日
本
の
裁
判
所
が
当
事
者
の
主
張
を
待
た
ず
に
こ
の
問
題
を

(
山
)

審
理
す
る
必
要
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
や
、
当
該
日
本
の
裁
判
所
に
よ
る
職
権
探
知
を
義
務
的
な
も
の
と
考
え
る
か
否
か
と
い
う
こ
と

(
出
)

一
応
、
別
の
問
題
と
考
え
て
も
良
い
と
思
わ
れ
る
。

と
は
、な

お
、
③
の
場
合
と
い
う
の
は
、
通
常
、
「
事
実
が
判
然
と
し
な
い
」
場
合
で
は
な
く
、
「
評
価
が
判
然
と
し
な
い
」
場
合
と
し
て
あ
ら
わ

れ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
「
判
決
固
に
お
け
る
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
の
存
否
」
を
基
礎
付
け
る
事
実
|
|
即
ち
、
判
決
国

(m) 

の
司
法
制
度
(
乃
至
政
治
制
度
)
|
|
の
立
証
は
、
通
常
は
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
性
」
の
立
証
に
関
す
る
問
題

直
接
的
立
証
の
困
難
性

外
国
裁
判
で
あ
る
か
内
国
裁
判
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
個
別
事
件
に
お
い
て
裁
判
官
が
ど
の
よ
う
な
手
続
的
行
為
を
行
っ
た
か
と
い
う
こ

と
の
立
証
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
手
続
の
主
体
で
あ
る
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
性
を
立
証
す
る
こ
と
は

至
難
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
通
常
、
独
立
し
て
い
た
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
裁
判
官
の
主
観
の
み
に
依
存
し
、
外
部
に
表
出
さ
れ
る
こ
と
の
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な
い
事
項
だ
か
ら
で
あ
る
。
公
に
裁
判
干
渉
が
な
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、
独
立
し
て
い
た
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
、
裁
判
官
(
及
び
干
渉

者
)
の
み
が
直
接
知
り
う
る
事
情
で
あ
る
。
(
そ
も
そ
も
立
証
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
「
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
性
」

を
制
度
的
に
担
保
す
る
必
要
性
が
生
じ
、
そ
の
よ
う
な
必
要
性
が
、
日
本
の
よ
う
な
民
主
主
義
国
家
に
お
い
て
も
「
司
法
権
の
独
立
」
が
正
当
化
さ
れ
る
理

由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
)

外
国
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
性
の
存
在
又
は
不
存
在
を
直
接
に
立
証
す
る
方
法
と
し
て
は
、
外
国
判
決
の
名
義
人
た

(
凹
)

る
裁
判
官
及
、
び
当
該
裁
判
官
の
職
権
行
使
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
立
場
に
あ
っ
た
者
(
以
下
、
後
者
を
、
本
項
に
お
い
て
「
判
決
関
係
者
」
と
い

ぅ
。
)
に
よ
る
陳
述
書
面
提
出
又
は
証
言
に
よ
る
立
証
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
立
証
方
法
に
は
、
「
独
立
性
の
不
存
在
」
の
立
証
と
の
関
係
で
も
、
「
独
立
性
の
存
在
」
の
立
証
と
の
関
係
で
も
、

問
題
が
あ
る
。

ま
ず
、
「
独
立
性
の
不
存
在
」
の
立
証
と
の
関
係
で
は
、
判
決
関
係
者
が
立
証
に
協
力
す
る
こ
と
は
現
実
的
に
は
期
待
で
き
な
い
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
仮
に
外
国
裁
判
官
が
承
認
・
執
行
を
争
う
当
事
者
の
利
益
を
損
な
う
方
向
で
「
非
独
立
」
だ
っ
た
場
合
に
は
、
外
国
裁
判
官

や
判
決
関
係
者
が
当
該
当
事
者
の
た
め
に
「
非
独
立
性
」
の
立
証
に
協
力
す
る
こ
と
は
お
よ
そ
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
「
独
立
性
の
存
在
」
の
立
証
と
の
関
係
で
は
、
外
国
裁
判
官
や
判
決
関
係
者
の
供
述
の
信
用
性
判
断
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
問
題

が
あ
る
。
「
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
が
損
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
旨
の
陳
述
書
面
が
外
国
裁
判
官
や
判
決
関

(
国
)

係
者
か
ら
提
出
さ
れ
、
又
は
そ
の
旨
の
証
言
が
判
決
関
係
者
に
よ
り
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
日
本
の
裁
判
所
が
そ
の
信
用
性
を
適
切
に

(
凹
)

判
断
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
で
あ
ろ
う
。

2 

判
決
内
容
審
査
に
よ
る
立
証
の
問
題
点

直
接
的
立
証
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
間
接
的
な
立
証
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
立
証
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
「
判
決
国
の
法



律
及
び
判
決
固
に
お
い
て
当
事
者
が
裁
判
所
に
提
出
し
た
証
拠
及
び
主
張
に
照
ら
し
て
、
判
決
内
容
が
相
当
(
不
相
当
)
で
あ
る
こ
と
」
を

立
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
性
の
「
存
在
(
不
存
在
)
」
を
立
証
す
る
と
い
う
方
法
(
以
下
「
判
決

再
審
査
方
式
立
証
」
と
い
う
o
)

も、

一
応
、
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
判
決
再
審
査
方
式
立
証
に
は
以
下
の
三
つ
の
問
題
点
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

(
四
)

第
一
の
問
題
点
は
、
実
質
的
再
審
査
禁
止
と
の
関
係
で
あ
る
。

判
決
固
に
お
い
て
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
性
が
存
在
し

(
肌
)

な
く
て
も
、
そ
の
判
決
が
判
決
固
に
お
い
て
は
適
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
珍
し
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
い
え
ば
、
判
決

再
審
査
方
式
立
証
は
、
何
ら
外
国
判
決
の
「
当
否
を
問
う
」
も
の
で
は
な
い
。
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し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
も
、
判
決
再
審
査
方
式
立
証
の
内
実
は
、
ま
さ
に
実
質
的
再
審
査
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
立
証
は
許
さ
れ
な
い
(
乃
至
、
そ
の
よ
う
な
立
証
が
許
さ
れ
な
い
よ
う
な
形
で
要
件
を
解
釈
す
る
べ
き
で
あ
る
)
と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
「
適
切
に
構
成
さ
れ
た
手
続
的
公
序
の
審
査
に
必
要
な
限
り
で
は
、
承
認
国
は
自
由
に
独
自
の
立
場
か

(m) 

ら
事
実
に
つ
い
て
調
査
、
判
断
す
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
一
方
で
、
手
続
的
公
序
の
内
容
を
適
切
に
構
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
「

(
国
)

H

吉
岡
山
甘
口

S
H
Oロ
(
円
と
な
ら
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
外
国
手
続
が
正
し
く
行
わ
れ
た
か
を
審
査
し
な
い
こ
と
が
必
要
条
件
」
で
あ
る
と
考
え
る

(
国
)

立
場
(
以
下
「
中
西
説
」
と
い
う
。
)
が
一
般
的
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
の
問
題
点
は
、
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
性
の
有
無
に
つ
い
て
、
判
決
再
審
査
方
式
立
証
に
よ
っ
て
は
「
独
立
性

の
不
存
在
」
の
立
証
が
で
き
な
い
ケ
1
ス
が
多
く
、
ま
た
、
「
独
立
性
の
存
在
」
の
立
証
も
で
き
な
い
ケ
l
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
独
立
性
の
不
存
在
」
の
立
証
に
つ
い
て
三
ヲ
ん
ば
、
判
決
に
お
け
る
事
実
認
定
や
法
適
用
に
か
た
よ
り
が
み
ら
れ
る
と
い
う
だ
け

で
は
、
「
独
立
性
の
不
存
在
」
の
立
証
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
事
実
認
定
や
法
適
用
に
は
、
裁
判
官
に
よ
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る
一
定
の
「
幅
」
(
乃
至
「
選
択
肢
」
)
が
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
「
幅
」
(
乃
至
「
選
択
肢
」
)
を
活
用
し
て
、
裁
判
官
が
恋
意
的
判
断
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
、
裁
判
官
の
「
非
独
立
性
」
の
結
果
な
の
か
、
非
中
立
性
の
結
果
な
の
か
、
資
質
の
不
十
分
さ
に
起
因
す
る
も

の
な
の
か
、
更
に
は
、
良
心
、
信
条
、
偏
見
等
の
な
せ
る
業
な
の
か
、
外
部
か
ら
は
判
定
不
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
(
判
決
国
の
法
律
に
も
事
情

に
も
う
と
い
日
本
の
裁
判
官
に
と
っ
て
は
、
判
決
国
の
裁
判
官
の
事
実
認
定
や
法
適
用
が
上
述
の
よ
う
な
「
幅
」
(
乃
至
「
選
択
肢
」
)
に
収
ま
る
も
の
で
あ

る
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
通
常
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
)

次
い
で
、
「
独
立
性
の
存
在
」
の
立
証
に
つ
い
て
言
え
ば
、
前
記
の
「
幅
」
の
範
囲
内
に
あ
る
こ
と
を
立
証
し
た
だ
け
で
は
、
「
独
立
性
の

存
在
」
の
立
証
と
は
い
え
な
い
た
め
、
判
決
内
容
が
「
中
立
公
正
な
裁
判
官
で
な
く
て
は
下
し
え
な
い
よ
う
な
適
正
な
判
決
」
で
あ
る
こ
と

の
立
証
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
「
中
立
公
正
な
裁
判
官
で
な
く
て
は
下
し
え
な
い
よ
う
な
適
正
な
判
決
」
な
る
も
の
は
、

そ
も
そ
も
通
常
は
観
念
し
え
ず
、
そ
の
よ
う
な
立
証
は
不
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
三
の
問
題
点
は
、
判
決
再
審
査
方
式
立
証
が
当
事
者
及
び
裁
判
所
に
も
た
ら
す
負
担
は
、
同
一
内
容
の
訴
え
を
日
本
で
再
度
提
起
す
る

(
国
)

場
合
と
同
等
か
又
は
そ
れ
以
上
で
あ
る
た
め
、
判
決
再
審
査
方
式
立
証
を
許
容
す
る
場
合
に
は
、
外
国
判
決
承
認
・
執
行
制
度
の
趣
旨
が
没

却
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
判
決
再
審
査
方
式
立
証
に
は
問
題
が
多
く
、
許
さ
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
前
述
の
中
西
説
の
観
点
か
ら
は
、
岡
田
説
の

ωの
部
分
(
本
稿
E
一
2
(
二
)
参
照
)
は
、
「
適
切
に
構
成
さ
れ
た
手
続
的
公
序
」
と

は
言
い
難
い
と
思
わ
れ
る
。

(
お
)
民
集
三
七
巻
五
号
六
三
三
頁
。
判
時
一

O
四
二
号
一

O
O
頁。

(
m
U
)

判
決
国
に
お
い
て
、
「
司
法
の
独
立
」
と
い
う
制
度
が
存
在
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
「
侵
害
」
は
観
念
し
え
な
い
。
ま
た
、
「
成
立
手
続
の
か
し
」
と
は
、
個

別
事
件
を
念
頭
に
お
い
た
表
現
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

(
叩
)
前
掲
東
京
高
判
昭
和
五
七
年
一
一
一
月
一
一
一
一
日
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
行
政
区
の
裁
判
所
の
判
決
が
「
相
互
の
保
証
L

の
要
件
(
旧
民
事
訴
訟
法
二
0
0

条
四
号
(
現
行
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
四
号
)
)
を
満
た
す
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
、
旧
民
事
訴
訟
法
二
O
O
条
三
号
(
現
行
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
三
号
に
相
当
す
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る
。
)
の
定
め
る
「
公
序
」
に
手
続
的
公
序
が
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
説
明
の
中
で
、
当
該
手
続
的
公
序
の
一
例
と
し
て

「
司
法
の
独
立
の
侵
宝
己
を
示
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

(
担
)
高
桑
昭
「
民
訴
法
一
一

O
O条
四
号
所
定
の
『
相
互
ノ
保
証
ア
ル
コ
ト
』
の
意
義
」
民
商
法
雑
誌
九

O
巻
一
号
(
一
九
八
四
年
)
一

O
四
頁
に
お
い
て
も
、
こ
の
判
一
不
内

容
に
言
及
し
つ
つ
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
個
別
的
な
事
象
の
み
を
複
数
挙
げ
て
い
る
。

(
お
)
民
集
三
七
巻
五
号
六
一
一
頁
。

(
お
)
民
事
執
行
法
二
四
条
=
一
項
参
照
。

(
担
)
前
掲
最
判
昭
和
五
八
年
六
月
七
日
に
よ
り
、
旧
民
事
訴
訟
法
二

O
O条
三
号
の
規
定
は
、
外
国
裁
判
所
の
判
決
の
内
容
の
み
な
ら
ず
そ
の
成
立
も
我
が
国
の
公
序
良
俗

に
反
し
な
い
こ
と
を
要
す
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
判
断
が
示
さ
れ
た
が
、
こ
の
判
決
以
前
に
お
い
て
も
、
学
説
上
、
(
根
拠
条
文
を
旧
民
事
訴
訟
法
二

O
O条
各
号

の
い
ず
れ
に
求
め
る
べ
き
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
不
一
致
が
み
ら
れ
た
が
)
手
続
的
公
序
要
件
が
外
国
判
決
の
承
認
要
件
に
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
通
説
的
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
平
成
八
年
の
民
事
訴
訟
法
改
正
に
お
い
て
は
、
旧
民
事
訴
訟
法
二

0
0条
=
一
号
に
対
応
す
る
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
三
号
に
お
い
て
、

手
続
的
公
序
要
件
が
明
文
で
規
定
さ
れ
た
。

(
お
)
前
掲
東
京
高
判
昭
和
五
七
年
三
月
一
一
一
一
日
は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

(
お
)
竹
下
守
夫
「
判
例
か
ら
見
た
外
国
判
決
の
承
認
」
新
堂
幸
司
他
編
『
中
野
貞
一
郎
先
生
古
稀
祝
賀
判
例
民
事
訴
訟
法
の
理
論
(
下
)
』
(
有
斐
閥
、
一
九
九
五
年
)
五

四
六
頁
は
、
(
手
続
的
公
序
要
件
に
つ
い
て
)
「
細
部
に
つ
い
て
は
、
見
解
の
一
致
が
得
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
裁
判
官
の
独
立
性
・
中
立
性
の
保
障
、
当
事
者
に
対
す

る
審
問
請
求
権
の
保
障
が
、
こ
れ
に
当
た
る
と
す
る
限
度
で
は
、
争
い
が
な
い
。
」
と
す
る
。
そ
の
他
、
裁
判
官
の
独
立
性
が
手
続
的
公
序
に
属
す
る
事
項
で
あ
る
こ
と

を
明
示
す
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
高
桑
昭
「
外
国
判
決
承
認
の
要
件
と
し
て
の
公
序
良
俗
」
沢
木
敬
郎
リ
妹
場
準
一
一
編
『
国
際
私
法
の
争
点
(
新
版
)
』
(
ジ
ユ
リ
ス

ト
増
刊
、
一
九
九
六
年
)
二
三
八
頁
が
あ
る
。
な
お
、
「
裁
判
官
の
独
立
」
を
手
続
的
公
序
要
件
の
要
素
と
し
て
明
示
的
に
言
及
し
な
い
も
の
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら

れ
る
。
例
え
ば
、
秋
山
幹
男
川
伊
藤
真
日
加
藤
伸
太
郎
日
高
田
裕
成
日
福
田
剛
久
H

山
本
和
彦
「
コ
ン
メ
ン
タ

I
ル
民
事
訴
訟
法
E
〔
第
二
版
〕
」
(
二

O
O六
年
)
五
一
人
頁

に
お
い
て
は
、
「
手
続
的
公
序
に
か
か
わ
る
要
素
と
し
て
は
、
裁
判
体
の
中
立
性
、
対
審
構
造
、
手
続
保
障
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
o
」
と
記
述
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
「
裁
判

官
の
独
立
」
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

(
幻
)
本
稿
で
は
、
「
個
別
の
問
題
」
乃
至
「
個
別
事
件
に
お
け
る
独
立
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
表
現
す
る
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
「
制
度
」
乃
至
「
制
度
的
独
立
」
と

い
う
一
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。

(
お
)
竹
下
守
夫
「
外
国
判
決
に
よ
る
強
制
執
行
と
手
続
権
の
保
障
」
法
学
教
室
二
四
号
(
一
九
人
二
)
一

O
五
頁
。

(
鈎
)
竹
下
・
前
掲
注
(
お
)
五
四
六
五
四
七
頁
。

(
羽
)
高
桑
・
前
掲
注
(
幻
)
一

O
四
頁
、

(
M
U
)

竹
下
・
前
掲
注
(
お
)
一

O
五
頁
、
竹
下
・
前
掲
注
(
お
)
五
四
七
頁
。
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(
位
)
岡
田
幸
宏
「
外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
要
件
と
し
て
の
公
序
に
つ
い
て
(
四
)
」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
一
五
二
号
(
一
九
九
四
年
)
四
七
五
百
円
。

(
幻
)
岡
田
「
(
四
)
」
・
前
掲
注
(
必
)
四
七
四
頁
。

(
H
H
)

岡
田
「
(
囚
)
」
・
前
掲
注
(
必
)
四
七
五
四
七
六
頁
。

(
必
)
岡
田
幸
宏
「
外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
要
件
と
し
て
の
公
序
に
つ
い
て
(
五
)
L

名
古
屋
大
学
法
政
論
集
一
五
三
号
(
一
九
九
四
年
)
三
九
四
三
九
五
頁
。

(
必
)
岡
田
「
(
五
)
」
・
前
掲
注
(
釘
)
三
九
五
頁
。

(
U
)

同
前
。

(
日
目
)
岡
田
「
(
四
)
」
・
前
掲
注
(
必
)
四
七
四
頁
。

(ω)
同
前
。

(
印
)
岡
田
「
(
四
)
」
・
前
掲
注
(
位
)
四
七
五
頁
。
こ
の
箇
所
は
、
主
張
責
任
と
の
関
係
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
文
脈
上
、
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
を
問
題
と
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
性
を
問
題
と
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
る
。

(
日
)
法
律
上
の
事
実
推
定
を
覆
す
た
め
に
は
、
推
定
事
実
の
不
存
在
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
立
証
(
本
証
)
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
(
一
証
明
責
任
の
転
換
)
、
単
に
真
偽
不

明
に
し
た
だ
け
(
反
証
の
程
度
)
で
は
足
り
な
い
。
(
新
堂
幸
司
「
新
民
事
訴
訟
法
(
第
三
版
補
正
版
)
』
(
弘
文
堂
、
二

O
O
五
年
)
五
二
三
百
円
、
中
野
貞
一
郎
H

松
浦

馨
日
鈴
木
正
裕
「
民
事
訴
訟
法
講
義
(
第
二
版
補
訂
版
)
』
(
有
斐
関
、
二

O
O六
年
)
二
ヱ
ハ
九
頁
。
)

(
臼
)
岡
田
説
に
お
い
て
は
、
具
体
的
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
の
公
正
が
保
た
れ
て
い
た
、
ま
た
、
基
本
的
人
権
も
保
障
さ
れ
て
い
た
、
と
「
客
観
的
に
認
め
ら
れ
る
」
こ
と

を
例
外
的
処
理
の
要
件
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
「
日
本
の
裁
判
所
が
証
拠
に
基
づ
き
(
日
客
観
的
に
)
認
定
で
き
る

(
H
認
め
ら
れ
る
)
こ
と
」
を
音
ω
味
す
る
と
理
解

で
き
る
。

(
日
)
本
稿
E
三
1
、
2
参
照
。

(
日
)
岡
田
「
(
四
)
」
・
前
掲
注
(
位
)
四
七
四
頁
。

(
日
)
岡
田
「
(
四
)
」
・
前
掲
注
(
位
)
四
七
五
頁
。

(
日
)
そ
う
解
さ
な
け
れ
ば
、
「
承
認
・
執
行
を
争
う
当
事
者
が
、
判
決
国
に
お
け
る
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
の
不
存
在
に
つ
い
て
、
裁
判
官
に
確
信
を
抱
か
せ
た
場
合
」

に
お
い
て
、
承
認
・
執
行
を
争
う
当
事
者
は
、
更
に
、
「
裁
判
官
の
個
別
事
件
に
お
け
る
実
際
の
独
立
性
の
不
存
在
が
「
裁
判
の
公
正
』
乃
至
『
裁
判
内
容
の
公
正
さ
」

に
影
響
し
た
」
と
い
う
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
方
、
承
認
・
執
行
を
争
う
当
事
者
も
「
裁
判
の
公
正
が
保
た
れ
て
い
た
こ
と
L

を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
、
整
合
性
が
失
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
貯
)
岡
田
「
(
囚
)
」
・
前
掲
注
(
必
)
四
七
四
頁
。

(
時
)
そ
の
ほ
か
、
岡
田
説
に
は
、
「
「
裁
判
官
の
独
立
と
い
う
原
則
は
存
在
し
な
い
が
、
裁
判
の
公
正
さ
を
担
保
す
る
別
の
手
段
が
彼
の
国
で
用
意
さ
れ
て
い
る
場
合
』
に
は

承
認
・
執
行
が
妨
げ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
内
容
が
含
ま
れ
る
(
岡
田
「
(
四
)
」
・
前
掲
注
(
位
)
四
七
四
頁
)
。
本
稿
の
観
点
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
そ
も
そ
も
判
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決
固
に
お
い
て
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
が
存
在
す
る
場
合
と
し
て
認
識
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
(
本
稿
E
四
2
本
文
の
、
注
(
即
)
が
付
さ
れ
た
段
落
を
参
照
さ
れ
た

い
。
)

(
印
)
赤
例
正
子
「
外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
に
お
け
る
手
続
的
公
序
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
一
橋
論
叢
第
二
=
一
巻
第
一
号
(
一
九
九
五
年
)
一
四
二
頁
。

(ω)
赤
例
・
前
掲
注
(
印
)
一
四
六
|
一
四
七
頁
。

(
引
)
赤
例
・
前
掲
注
(
回
二
四
七
頁
。

(
臼
)
赤
例
説
は
、
岡
田
説
と
同
様
に
(
当
該
判
決
の
裁
判
の
適
正
が
保
た
れ
て
い
た
)
「
と
客
観
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
」
と
い
う
表
現
を
使
用
し
て
い
る
。
赤
例
説
の
こ

の
表
現
は
、
「
当
該
判
決
の
裁
判
の
適
正
が
保
た
れ
て
い
た
」
と
い
う
事
実
を
裁
判
所
が
積
極
的
に
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
状
況
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
赤
創
説
に
お
い
て
は
、
岡
田
説
と
同
様
、
判
決
固
に
お
い
て
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
が
存
在
す
る
場
合
と
存
在
し
な
い
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

言
及
し
て
お
り
、
そ
れ
を
対
比
す
れ
ば
、
後
者
に
お
け
る
立
証
責
任
の
転
換
が
意
図
さ
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
岡
田
説
と
異
な
り
、
赤
例
説
に
お
い
て
は
、
「
一
方

当
事
者
に
立
証
責
任
を
負
わ
せ
る
」
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
裁
判
所
の
職
権
調
査
・
職
権
探
知
に
属
す
る
か
否
か
と
い
う
論
点
を

回
避
す
る
た
め
と
も
理
解
で
き
る
。

(
臼
)
赤
創
・
前
掲
注
(
印
)
一
四
七
頁
。

(
悦
)
赤
例
・
前
掲
注
(
印
三
四
二
頁
。

(
白
山
)
実
質
的
に
考
え
て
も
、
裁
判
権
の
行
使
主
体
(
即
ち
、
裁
判
官
)
の
独
立
性
が
個
別
事
件
に
お
い
て
損
な
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
「
手
続
権
レ
ベ
ル
の
問
題
と
し
て
、

裁
判
権
が
適
正
・
公
平
に
行
使
さ
れ
た
」
と
い
う
こ
と
は
お
よ
そ
観
念
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
白
山
)
棟
居
快
行
「
適
正
手
続
と
憲
法
」
樋
口
陽
一
編
『
講
座
・
憲
法
学
第
四
巻
権
利
の
保
障
(
一
一
)
」
(
日
本
一
評
論
社
、
一
九
九
四
年
)
二
四
七
頁
。

(
釘
)
山
田
恒
久
「
い
わ
ゆ
る
手
続
公
序
に
関
す
る
一
試
論
」
法
学
研
究
(
慶
慮
義
塾
大
学
)
五
九
巻
一

O
号
(
一
九
八
六
年
)
八
五
|
八
六
頁
。

(
m
m
)

山
田
・
前
掲
注
(
町
山
)
八
五
頁
。

(ω)
同
前
。

(
叩
)
執
行
に
つ
い
て
は
民
事
執
行
法
一
一
四
条
三
項
参
照
。

(η)
道
垣
内
正
人
「
ア
メ
リ
カ
の
損
害
賠
償
判
決
に
つ
い
て
、
懲
罰
的
賠
償
の
部
分
の
日
本
で
の
執
行
を
認
め
な
か
っ
た
事
例
」
判
例
時
報
一
三
人
八
号
(
判
例
評
論
三
九

一
号
)
(
一
九
九
一
年
〉
二

O
七
(
四
五
)
頁
。

(η)
同
前
。

(
ね
)
同
前
。
な
お
、
ド
イ
ツ
で
の
同
様
の
議
論
に
お
い
て
は
、
手
続
的
欠
陥
が
潜
在
的
に
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
要
求
す
る
も
の
の
、
結
論
的
に
は
「
手
続
的
公
序
違

反
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
で
十
分
で
あ
る
L

と
す
る
考
え
方
が
有
力
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
(
岡
田
「
(
五
)
」
・
前
掲
注
(
必
)
三
八
五
頁
)
o

こ
れ
も
道
垣
内
説
に
合

致
す
る
考
え
方
と
言
え
よ
う
。
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(
社
)
竹
下
「
判
例
か
ら
見
た
外
国
判
決
の
承
認
」
・
前
掲
注
(
お
)
五
二
二
頁
、
石
川
明
H

小
島
武
司
編
『
国
際
民
事
訴
訟
法
』
(
青
林
書
院
、
一
九
九
四
年
)
一
三
七
頁
、
木

棚
照
一

H

松
岡
博
リ
渡
辺
憧
之
『
国
際
私
法
概
論
(
第
五
版
)
」
(
有
斐
閣
、
二

O
O七
年
)
三
四
四
頁
。

(
何
日
)
神
前
禎
日
早
川
吉
尚

1
克
永
和
彦
『
国
際
私
法
(
第
二
版
)
」
(
有
斐
閣
、
二

O
O
六
年
)
三
七
七
頁
。
同
頁
に
お
い
て
は
、
柱
書
の
「
裁
判
所
」
、
「
確
定
」
及
び
「
判

決
」
の
要
件
に
つ
い
て
、
「
重
要
な
の
は
わ
が
国
の
裁
判
所
の
判
断
に
比
肩
す
る
も
の
か
否
か
で
あ
り
、
わ
が
国
と
の
同
質
性
を
実
質
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

説
く
。

(
市
)
秋
山
他
・
前
掲
注
(
お
)
五
一
一
五
一
二
頁
は
、
「
外
国
確
定
判
決
該
当
性
に
つ
い
て
は
:
:
:
民
事
裁
判
と
し
て
備
え
る
べ
き
普
遍
的
属
性
、
す
な
わ
ち
・
:
判
断
機

関
の
中
立
性
や
法
が
判
断
基
準
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
備
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
説
く
。

(π)
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
柱
書
の
「
判
決
」
要
件
で
処
理
す
る
よ
り
も
、
「
裁
判
所
」
要
件
で
処
理
を
し
た
方
が
文
理
的
に
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
(
本
稿
E
六
参
照
)
。

(
花
)
同
法
を
詳
細
に
紹
介
す
る
文
献
と
し
て
、
松
岡
博
「
ア
メ
リ
カ
統
一
外
国
金
銭
判
決
承
認
法
」
阪
大
法
学
一
四
五
・
一
四
六
号
(
一
九
八
八
年
)
一
一
一
一
頁
が
あ
る
。

原
文
そ
の
他
情
報
は
、
同
法
の
起
草
・
承
認
主
体
で
あ
る
民
主
o
E
-
c
o巳
2
8の
ゆ
え
の
o田
E
2
5日
E
S
C
E
E
B
ω
E
Z
「
E
S
の
ウ
工
、
フ
サ
イ
ト

2
5
y
¥
¥唱
君
耳
目

2
己
OH凹
¥
)
に
お
い
て
、
又
は
同
サ
イ
ト
経
由
で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
乃
)
同
法
(
一
九
六
二
年
版
)ω
肘
の
ゴ
o
z
h
H
(悶)(戸)は、

J
Z
E
L問
自
由
門

d
q
B
E
E
R包
E
借

片

山

凶

ME吉
田
君
主
O
F
ι
0
2
5
J
g
d
p
E官
5
巳

E
E
E
E
O
H

官
0
0
2日
2

8
田
宮
c
r
r
i
p
F
O
B
A
E日
目
目
立

O
H
E命
日

UH02ω
凶

Oご
mdq3
を
非
裁
量
的
(
義
務
的
)
な
不
承
認
(
不
執
行
)
事
由
と
し
て
定
め
る
。

(
町
山

)

C
巳同
O
B
Hリ
OH世
間
ロ
の
O
E
H
q
三
8
3
7
ι
岡田
E
Z
問。。
o
m
E
t
oロ
〉
己

(Nccm)(名
称
に
若
干
の
変
更
が
あ
る
o
)

(
別
)
二

0
0
五
年
版

ω開
。
J

口
OZAF(『
)(H)
は、

J
z
r日
記
ロ
の
odEH一
ご
邑
岡
田
自
問

d
q
E
H
O
E
O
H
O
ι
E
L
2
2
E
5己
ω
3
Z目
岳
民

ι
0
2
5
J
U
H
O
Z
P
H目出
UREm-

H
H
H
Z
E
r
o
H
百
円

0
2含
H
2
0
0田
宮
片
手
-
0
5
p
p
o
H
O』
E
耳
目
2
2
0同
p
m
官
000ωωo
ご
2
ョ
を
非
裁
量
的
(
義
務
的
)
な
不
承
認
(
不
執
行
)
事
由
と
し
て
定
め
る
。

(
位
)
本
稿
に
お
け
る
「
制
度
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
前
注
(
幻
)
参
照
。

(
お
)
伊
藤
正
巳
「
憲
法
(
第
三
版
)
」
(
弘
文
堂
、
一
九
九
五
年
)
四
0
0頁。

(
但
)
芦
部
信
喜
(
高
橋
和
之
改
訂
)
『
憲
法
第
一
一
一
版
』
(
岩
波
書
庖
、
二

O
O
二
年
)
一
二
三
五
頁
。

(
お
)
こ
の
、
「
政
治
部
門
か
ら
独
立
の
」
と
い
う
表
現
は
、
「
権
力
が
国
家
機
関
に
集
中
し
、
そ
し
て
国
家
機
関
は
、
政
治
部
門
と
法
原
理
部
門
に
分
離
さ
れ
て
い
る
」
と
い

う
、
近
代
国
家
に
お
い
て
一
般
的
に
見
ら
れ
る
状
況
に
対
応
し
た
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
中
国
の
よ
う
に
近
代
立
憲
主
義
的
な
枠
組
を
採
用
し
て
い
な
い
国
家
に
つ
い

て
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
(
本
稿
旧
ニ
参
照
。
)

(
前
)
樋
口
陽
一

H

佐
藤
幸
治
日
中
村
陸
男
U

浦
部
法
穂
『
注
釈
日
本
国
憲
法
上
巻
」
(
青
林
書
院
新
社
、
一
九
八
四
年
)
七
一
ム
ハ
頁
、
浦
部
法
穂
『
憲
法
学
教
室
(
全

訂
第
二
版
)
」
(
日
本
評
論
社
、
二

O
O
六
年
)
二
一
一
一
一
貝
。

(
幻
)
兼
子
一

u
竹
下
守
夫
『
裁
判
法
〔
第
四
版
〕
』
(
有
斐
閣
、
一
九
九
九
年
)
一
七
頁
。
同
書
に
お
い
て
は
、
司
法
権
の
独
立
の
歴
史
的
位
置
付
け
が
詳
細
に
説
明
さ
れ
て

い
る
(
同
書
一
五
二
三
頁
)
。
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(
∞
∞
)
樋
口
陽
一
「
比
較
憲
法
(
全
訂
第
三
版
)
』
(
青
林
書
院
、
一
九
九
二
年
)
五

O
六
頁
。
こ
の
司
法
の
「
特
異
な
地
位
」
は
、
司
法
権
の
性
質
に
よ
り
説
明
さ
れ
、
ま
た
、

「
国
民
主
権
原
理
が
つ
ら
ぬ
か
れ
た
あ
と
も
、
司
法
府
の
正
統
性
は
直
接
国
民
と
結
び
つ
く
こ
と
は
な
く
、
か
え
っ
て
、
司
法
権
独
立
と
裁
判
官
の
身
分
保
障
制
の
も
と

で
、
そ
の
よ
う
な
結
合
・
依
存
関
係
を
排
除
す
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
た
o
」
(
同
書
五

O
七
頁
、
傍
点
は
筆
者
o
)

と
言
わ
れ
る
。

(ω)
大
石
虞
『
立
憲
民
主
制
』
(
信
山
社
、
一
九
九
六
年
)
六
一
頁
。

(ω)
野
中
俊
彦
日
中
村
睦
男
日
高
橋
和
之
日
高
見
勝
利
『
憲
法
I
(第
四
版
)
』
(
有
斐
関
、
二

O
O六
年
)
五
二

O
頁
〔
野
中
俊
彦
〕
。

(
引
)
同
前
。

(
川
出
)
樋
口
他
・
前
掲
注
(
町
山
)
七
一
五
頁
。

(
川
町
)
伊
藤
・
前
掲
注
(
お
)
四
O
O頁。

(
悦
)
同
前
。

(
町
四
)
野
中
・
前
掲
注
(
卯
)
五
二

O
頁
〔
野
中
〕
。

(
m
m
)

樋
口
他
・
前
掲
注
(
白
山
)
七
一
七
頁
、
野
中
・
前
掲
注
(
川
町
)
五
一
一
一
頁
〔
野
中
〕
、
浦
部
・
前
掲
注
(
部
)
二
一
一
一
頁
。

(
釘
)
当
事
者
に
よ
る
立
証
の
困
難
性
に
つ
い
て
、
本
稿
E
=
一1
、
2
参
照
。

(
m
m
)

片
山
智
彦
「
裁
判
を
受
け
る
権
利
と
司
法
制
度
』
(
大
阪
大
学
出
版
会
、
二

O
O七
年
)
一
八
頁
。

(
卯
)
片
山
・
前
掲
注
(
侃
)
三
五
頁
。
同
頁
に
お
い
て
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
裁
判
所
の
独
立
性
の
要
請
が
、
司
法
制
度
の
基
本
原
理
で
あ
る
渋
治
主
義
と
結
び
つ
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
る
。

(
間
)
片
山
・
前
掲
注
(
m
m
)

四
三
頁
。

(
肌
)
憲
法
一
一
一
一
一
条
の
み
を
根
拠
と
す
る
の
で
は
な
く
、
同
条
以
外
の
憲
法
の
条
文
も
併
せ
て
根
拠
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
問
)
「
裁
判
の
当
否
を
調
査
し
な
い
で
」
と
い
う
要
件
(
民
事
執
行
法
二
四
条
二
項
)
は
、
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
に
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
立
法
上

の
経
緯
に
よ
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、
外
国
判
決
の
承
認
の
場
面
に
お
い
て
も
、
「
裁
判
の
当
否
を
調
査
し
な
い
で
」
と
い
う
要
件
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
争
い
は
な
い
。
(
棲

田
嘉
章
「
国
際
私
法
(
第
五
版
)
』
(
有
斐
閣
、
三

O
O
六
年
)
二
二
二
人
頁
、
中
西
「
外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
尽

3
E
B
E
F
E
の
禁
止
に
つ
い
て
(
四
)
・

完
」
後
注
(
肌
)
二
八
二
九
頁
0
)

(
邸
)
通
常
は
既
判
力
(
又
は
形
成
力
)
が
問
題
と
な
る
o

(
肌
)
木
棚
・
前
掲
注
(
日
)
=
一
五
三
一
貝
、
本
間
靖
規
リ
中
野
俊
一
郎
H

酒
井
一
「
国
際
民
事
手
続
法
」
(
有
斐
閣
、
二

O
O
五
年
)
一
七
六
百
円
、
一
九
二
頁
、
棲
田
・
前
掲
注

(
四
)
三
四
二
頁
、
神
前
他
・
前
掲
注
(
布
)
三
人
O
頁
、
石
川
他
・
前
掲
注
(
九
二
七
六
頁
、
一
九
二
頁
、
鈴
木
正
裕
リ
青
山
善
充
編
「
注
釈
民
事
訴
訟
法
(
四
)
』
〔
高
田

裕
成
〕
(
有
斐
閣
、
一
九
九
七
年
)
三
六
人
頁
等
。
こ
の
問
題
を
詳
述
す
る
も
の
と
し
て
、
中
西
康
「
外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
芯
己
巴

S
E
F
E
の
禁
止
に

つ
い
て
(
一

l
四
・
完
)
」
法
学
論
叢
二
三
五
巻
二
号
一
頁
、
四
号
一
頁
、
六
号
一
頁
、
二
一
エ
ハ
巻
一
号
一
頁
(
一
九
九
四
年
)
。
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(
別
)
「
承
認
・
執
行
要
件
の
判
断
」
の
一
環
と
い
う
形
を
と
っ
て
外
国
判
決
の
内
容
そ
の
も
の
の
当
否
を
当
事
者
が
争
う
こ
と
及
び
そ
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
本
稿
H
三
2

参
照
。

(
邸
)
憲
法
=
一
二
条
が
「
歴
史
的
に
確
立
さ
れ
た
近
代
的
裁
判
制
度
を
前
提
と
し
て
、
そ
こ
で
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
人
権
と
し
て
保
障
し
た
も
の
L

(

野
中
・
前
掲
注

(
卯
)
五
二

O
頁
〔
野
中
〕
o

傍
点
は
筆
者
。
)
で
あ
る
と
考
え
る
立
場
か
ら
は
、
よ
り
直
接
的
に
同
様
の
結
論
が
導
か
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
即
)
ハ

1
グ
管
轄
条
約
と
の
関
係
に
つ
い
て
本
稿
E
七
2
参
照
。

(
邸
)
中
野
貞
一
郎
「
民
事
裁
判
と
憲
法
L

新
堂
幸
司
編
「
講
座
民
事
訴
訟
①
民
事
紛
争
と
訴
訟
」
(
弘
文
堂
、
一
九
八
四
年
)
一
一
一
一
頁
。
新
堂
・
前
掲
注
(
日
)
一
二
七
頁
も
ほ

ぽ
同
旨
。

(
問
)
憲
法
学
と
の
関
係
で
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
憲
法
学
に
お
い
て
は
憲
法
三
二
条
の
「
裁
判
(
を
受
け
る
こ
と
い
う
文
一
言
と
の
関
係
で
「
公
開
・
対
審
の
訴
訟
手

統
に
よ
る
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
(
例
と
し
て
、
伊
藤
・
前
掲
注
(
お
)
四
O
二
頁
、
樋
口
他
・
前
掲
注
(
町
山
)
七
一
九
頁
)
、
「
裁
判
を
受
け
る
権
利
と

訴
訟
手
続
」
と
い
う
問
題
も
、
こ
の
文
脈
で
検
討
さ
れ
て
い
る
(
例
と
し
て
、
樋
口
他
・
前
掲
注
(
鉛
)
七
二

O
頁
以
下
)
。
一
方
、
「
独
立
し
た
裁
判
所
・
裁
判
官
」
の
問

題
は
、
憲
法
学
に
お
い
て
は
、
憲
法
三
二
条
の
「
裁
判
所
(
に
お
い
て
ど
と
い
う
文
一
吉
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
(
例
と
し
て
、
樋
口
他
・
前
掲
注
(
白
山
)
七
一
七

頁
)
。
な
お
、
「
従
来
の
『
裁
判
を
受
け
る
権
利
』
論
は
、
主
に
訴
訟
手
続
を
問
題
に
し
て
お
り
、
裁
判
所
の
『
組
織
』
に
対
す
る
関
心
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
」
(
片

山
・
前
掲
注
(
川
町
)
六
五
頁
)
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

(
山
)
本
稿
で
は
、
「
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
の
不
存
在
そ
れ
自
体
は
一
評
価
の
対
象
と
せ
ず
、
竹
下
説
及
び
高
桑
説
の
よ
う
な
処
理
を
す
る
」
と
い
う
考
え
方
を
仮
定
し
、

そ
れ
を
、
便
宜
上
、
個
別
事
情
説
と
呼
ん
で
い
る
(
本
稿
E
一
2
(
一
)
参
照
)
。

(
凹
)
本
稿
E
三
1
、
2
参
照
。

(
山
)
小
林
昭
彦
「
外
国
判
決
の
承
認
判
決
に
つ
い
て
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
三
七
号
(
一
九
九
七
)
四
一
頁
。

(
出
)
小
林
(
昭
)
・
前
掲
注
(
凹
)
四
一
頁
は
、
手
続
的
公
序
要
件
が
職
権
調
査
・
探
知
事
項
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
条
文
が
「
消
極
的
事
実
」
を
規
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
理
由
と
し
て
そ
の
よ
う
な
結
論
を
導
い
て
い
る
。
し
か
し
、
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
の
存
否
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
場
面
に
お
い
て
は
、
後
述

(
E
四
)
の
よ
う
に
、

判
決
国
の
諸
制
度
が
立
証
(
乃
至
認
定
)
さ
れ
れ
ば
、
あ
と
は
「
評
価
」
が
問
題
に
な
る
に
過
ぎ
ず
、
条
文
の
規
定
ぶ
り
を
問
題
に
す
る
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
、
手
続

的
公
序
要
件
の
規
定
ぶ
り
を
素
直
に
読
め
ば
「
公
序
に
反
し
な
い
よ
う
な
裁
判
制
度
の
存
在
を
積
極
的
に
認
定
す
る
べ
し
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
と
恩
わ
れ
る
。

(
国
)
以
上
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
に
は
、
日
本
の
裁
判
所
が
当
事
者
の
主
張
を
待
た
ず
に
こ
の
問
題
を
審
理
す
る
こ
と
が
「
望
ま
し
い
」
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
れ
が
義
務
で
あ
る
と
ま
で
言
え
る
か
は
別
問
題
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
出
)
鈴
木
他
・
前
掲
注
(
肌
)
〔
高
田
〕
二
一
六
人
頁
は
、
裁
判
所
に
は
職
権
探
知
の
権
限
は
あ
る
が
、
義
務
は
な
い
と
し
た
う
え
で
、
承
-
認
要
件
を
基
礎
付
け
る
事
実
に
つ
い

て
の
証
明
責
任
は
、
承
認
を
求
め
る
当
事
者
に
あ
る
と
す
る
。
判
決
国
に
お
け
る
裁
判
官
の
制
度
的
独
立
性
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
と
っ
た
と
し
て

も
、
特
に
不
合
理
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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(m)
本
稿
E
四
1
参
照
。

(
即
)
中
国
を
例
に
と
れ
ば
、
判
決
を
下
し
た
裁
判
官
の
上
司
た
る
院
長
、
副
院
長
、
廷
長
及
び
副
延
長
、
裁
判
委
員
会
構
成
員
、
法
院
内
の
党
グ
ル
ー
プ
の
構
成
員
、
法
院

外
の
党
組
織
(
政
法
委
員
会
)
等
が
こ
の
判
決
関
係
者
と
し
て
概
念
し
う
る
(
本
稿
皿
三
乃
至
五
参
照
)

0

(m)
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
実
現
す
る
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
た
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
実
現
し
た
場
合
に
は
、
外
国
裁
判
官
や
判
決
関
係
者
が
か
く
も
承

認
・
執
行
を
求
め
る
当
事
者
に
協
力
的
で
あ
る
こ
と
自
体
に
疑
問
を
感
じ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
凹
)
陳
述
書
面
又
は
証
言
の
信
用
性
判
断
に
先
立
ち
、
補
強
証
拠
又
は
弾
劾
証
拠
を
当
事
者
が
提
出
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
事
の
性
質
上
、
そ
の
よ
う
な
証
拠
提
出
は

困
難
で
あ
る
。
陳
述
者
・
証
人
が
外
国
の
公
務
員
(
司
法
人
員
)
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
そ
の
独
立
性
が
争
わ
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
信
用
性
を
基
礎
付
け
る

事
情
と
し
て
は
参
酌
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
補
強
証
拠
も
弾
劾
証
拠
も
な
く
、
陳
述
者
・
証
人
の
信
用
性
も
不
明
な
状
況
下
で
、
陳
述
書
面
又
は
証
言
の
信
用
性
判
断
を

適
切
に
行
う
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
ろ
う
。

(
別
)
本
稿
E
ニ
2
参
照
。

(
国
)
例
え
ば
、
中
国
を
例
に
と
れ
ば
、
「
裁
判
委
員
会
の
見
解
と
、
実
際
に
事
件
を
担
当
し
て
い
る
合
議
廷
の
意
見
が
一
致
し
な
い
」
と
い
う
状
況
下
で
、
「
裁
判
委
員
会
の

決
定
に
従
い
、
合
議
廷
を
構
成
す
る
裁
判
官
が
、
そ
の
真
意
に
反
す
る
判
決
を
す
る
」
こ
と
は
、
ま
さ
に
裁
判
官
の
義
務
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
し
て
下
さ
れ
た
判
決
は

適
法
で
あ
る
(
本
稿
皿
三
参
照
)
。

(
四
)
中
西
「
外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
尽
く

E
B
E
H
O
E
の
禁
止
に
つ
い
て
(
四
)
・
完
」
・
前
掲
注
(
瑚
)
一
一
頁

(
凶
)
同
前
。

(
別
)
例
え
ば
、
木
棚
・
前
掲
注
(
丸
)
三
五
三
|
三
五
回
頁
に
お
い
て
は
、
外
国
判
決
に
つ
い
て
「
判
決
承
認
の
名
を
借
り
た
再
審
」
を
行
う
こ
と
に
対
し
、
否
定
的
な
見
解

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(
防
)
ま
ず
、
「
独
立
し
た
裁
判
官
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
な
し
た
で
あ
ろ
う
判
決
内
容
」
を
予
測
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
自
ら
が
事
件
を
一
か
ら
審
理
し
て
判
決
を

下
す
の
と
同
様
の
作
業
に
な
る
。
そ
の
上
で
、
そ
の
よ
う
な
予
測
内
容
と
実
際
の
判
決
内
容
の
差
異
が
、
二
疋
の
「
幅
」
に
収
ま
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
と
い
う

検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。


